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八
世
紀
前
半
の
唐
・
突
厥
・
吐
蕃
を
中
心
と
す
る
国
際
情
勢 

―
多
様
な
外
交
関
係
の
形
成
と
そ
の
展
開
― 
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本
稿
の
目
的
は
、
主
と
し
て
八
世
紀
前
半
の
安
史
の
乱
勃
発
以
前
に
お
け
る
唐
・

突
厥
・
吐
蕃
の
三
国
を
中
心
に
、
外
交
と
い
う
視
点
か
ら
、
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
の
国

際
情
勢
の
全
体
像
を
可
能
な
限
り
把
握
し
考
察
す
る
事
に
あ
る
。
八
世
紀
前
半
の
東

部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
は
勿
論
、
唐
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
北
の
突
厥
、
西
の
吐
蕃
が
強
大

な
勢
力
を
持
ち
、
甚
だ
非
対
称
な
が
ら
三
国
が
鼎
立
す
る
形
勢
で
あ
っ
た
（
図
１
参

照
）。 こ

の
様
な
状
況
は
七
世
紀
後
半
に
形
成
さ
れ
た
。
七
世
紀
の
中
頃
ま
で
に
唐
は
東

西
突
厥
・
高
句
麗
と
い
っ
た
周
辺
の
強
国
を
滅
ぼ
し
、
北
方
・
東
方
の
脅
威
を
項
次

取
り
除
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
唐
が
六
六
八
年
ま
で
の
高
句
麗
討
滅
に
専
念
し
て
い

る
間
に
西
方
で
は
吐
蕃
が
積
極
的
に
西
域
に
侵
攻
し
、
東
西
交
易
路
を
脅
か
し
始
め

た
。
西
域
の
掌
握
は
唐
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
為
、
七
世
紀
後
半
、
唐
は

そ
の
覇
権
を
巡
っ
て
吐
蕃
と
争
奪
戦
を
繰
り
返
し
た
が
、
唐
軍
の
四
度
の
大
敗
が
新

羅
・
突
厥
・
渤
海
等
の
周
辺
諸
国
に
自
立
へ
の
動
き
を
促
進
し
て
し
ま
い(

1)

、
特
に

六
八
二
年
に
再
興
し
た
突
厥
は
、
そ
の
後
北
方
の
大
き
な
勢
力
へ
と
発
展
し
た
。 

八
世
紀
前
半
の
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
は
、
大
国
の
唐
に
対
抗
す
る
形
で
、
北
方
で
は

突
厥
、
西
方
で
は
吐
蕃
が
中
心
と
な
っ
て
、
隣
接
す
る
諸
国
・
諸
族
が
合
従
連
衡
し

複
雑
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
唐
は
、
安
史
の
乱
以
前
は
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
に
覇
権
を

築
い
て
四
囲
に
勢
力
を
保
ち
、
開
元
の
治
と
称
さ
れ
る
繁
栄
と
平
和
・
安
定
を
享
受

し
た
。
ま
た
突
厥
と
吐
蕃
は
各
々
の
勢
力
下
に
諸
族
を
抱
え
、
そ
の
地
域
で
の
覇
権

の
確
立
と
勢
力
拡
張
を
画
策
し
た
。
い
ず
れ
も
軍
事
力
で
対
決
す
る
と
同
時
に
活
発

な
外
交
戦
略
も
用
い
た
。
例
え
ば
唐
は
、
七
一
〇
年
の
節
度
使
創
設
に
よ
っ
て
辺
境

防
備
を
強
化
す
る
と
共
に
、
時
に
は
突
厥
と
和
睦
し
て
吐
蕃
を
牽
制
し
（
開
元
十
五

年
～
十
七
年
）、
時
に
は
吐
蕃
と
和
し
て
突
厥
対
策
に
専
念
し
た
（
開
元
二
十
一
年
～

二
十
三
年
）。
対
す
る
吐
蕃
・
突
厥
も
、
例
え
ば
、
吐
蕃
は
突
厥
・
突
騎
施
・
大
食
等

と
、
突
厥
は
契
丹
・
渤
海
等
と
連
合
し
て
唐
と
交
戦
す
る
な
ど
、
隣
接
す
る
諸
勢
力

と
の
連
繋
に
よ
っ
て
唐
へ
の
対
抗
を
試
み
、
そ
の
過
程
で
複
雑
で
多
様
な
外
交
関
係

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

ま
た
、
大
局
的
に
は
、
複
数
方
面
で
の
戦
争
を
避
け
よ
う
と
す
る
唐
の
対
外
政
策

の
方
針
に
起
因
し
て
、
例
え
ば
西
方
の
情
勢
が
北
方
や
東
方
の
趨
勢
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
な
ど
、
離
れ
た
地
域
の
間
に
も
大
域
的
な
相
関
が
生
じ
た
。
総
じ
て
北
方
は
国

防
上
の
、
西
方
は
東
西
交
易
路
を
含
め
た
経
済
上
の
重
要
地
域
で
あ
る
が
、
八
世
紀

前
半
の
唐
が
北
方
と
西
方
の
二
大
勢
力
と
対
峙
す
る
事
で
、
相
対
的
に
東
方
へ
の
関

心
が
薄
れ
、
唐
か
ら
の
干
渉
と
脅
威
が
弱
ま
っ
た
事
は
、
東
方
の
新
羅
・
日
本
を
安

定
へ
と
導
い
た
。 

こ
の
時
期
の
唐
・
突
厥
・
吐
蕃
の
外
交
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
唐
の
対
外
政
策
、

唐
と
突
厥
・
吐
蕃
各
々
の
外
交
、
突
厥
・
吐
蕃
間
の
外
交
と
い
う
視
点
で
取
り
上
げ
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図１：８世紀前半の東部ユーラシア世界の概略図
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日
本

西域

唐
南詔

大
食

ら
れ
、
我
が
国
の
研
究
と
し
て
は
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
（
紙
幅

の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
日
本
の
先
行
研
究
の
み
を
取
り
上
げ
る
）。
吐
蕃
・
突
厥
間
の

外
交
や
連
繋
に
関
し
て
は
、
佐
藤
長
氏
と
森
安
孝
夫
氏
が
、
西
域
侵
攻
の
際
に
吐
蕃

が
突
厥
・
突
騎
施
・
大
食
等
と
連
合
し
た
点
を
取
り
上
げ
論
じ
て
い
る
。
唐
と
突
厥

の
外
交
に
つ
い
て
は
、
護
雅
夫
氏
が
突
厥
と
唐
の
力
関
係
を
両
国
の
名
分
関
係
か
ら

分
析
し
た
。
東
ア
ジ
ア
・
北
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
相
関
に
つ
い
て
は
、
古
畑
徹
氏

が
七
三
〇
年
代
の

唐
・
渤
海
紛
争
を

契
丹
・
突
厥
・
新

羅
の
動
向
と
も
連

動
さ
せ
て
論
じ
て

い
る
。
唐
の
外
交

に
つ
い
て
は
、
金

子
修
一
氏
が
国
際

文
書
の
分
析
等
を

通
じ
て
唐
の
外
交

政
策
を
論
じ
て
い

る(

2)

。 

本
稿
で
は
、
先

行
研
究
の
諸
成
果

を
総
合
し
つ
つ
も
、

地
域
と
地
域
を
横

断
的
に
見
る
事
で
、

異
な
る
地
域
に
対

す
る
唐
の
政
策
に
類
似
性
や
系
統
性
が
あ
る
事
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
な
か

っ
た
諸
国
間
に
相
関
が
あ
る
事
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
と
り
わ
け
筆
者
は
、
開

元
二
十
年
（
七
三
二
）
か
ら
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
の
四
年
と
い
う
短
期
間
に
、

唐
が
突
厥
・
吐
蕃
・
新
羅
各
々
の
間
で
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
外
交
交
渉
を
集
中
的

に
行
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。 

突
厥
（
第
二
可
汗
国
）
に
対
し
て
は
、
唐
は
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
（
闕
特
勤
）
碑
文

（
開
元
二
十
年
建
碑
）
と
ビ
ル
ゲ
（
毗
伽
）
可
汗
碑
文
（
開
元
二
十
三
年
建
碑
）
の

立
石
に
各
々
協
力
し
た
。
両
碑
文
は
ト
ル
コ
民
族
最
古
の
文
学
で
あ
り
、
遊
牧
民
族

史
上
初
の
文
字
資
料
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
玄
宗
は
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
碑

文
の
漢
文
面
を
自
ら
撰
文
書
写
し
、
石
工
や
画
家
も
派
遣
し
て
両
碑
文
の
立
石
の
み

な
ら
ず
廟
の
建
設
や
壁
画
の
作
成
に
も
助
力
し
た
。
そ
の
事
は
、
漢
文
史
料
と
突
厥

碑
文
の
記
述
、
最
新
の
考
古
学
的
な
学
術
調
査
の
成
果
等
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る(

3)

。 

吐
蕃
に
対
し
て
は
、
唐
は
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
か
ら
二
十
一
年
（
七
三
三
）

に
か
け
て
和
睦
と
会
盟
の
為
の
交
渉
を
行
い
、
開
元
二
十
一
年
、
両
国
の
境
界
に
決

ま
っ
た
赤
嶺
（
青
海
南
）
に
碑
を
建
て
、
碑
石
の
上
に
は
盟
文
も
刻
み
、
国
境
線
と

盟
約
内
容
を
視
覚
的
に
明
示
し
た(

4)

。
本
稿
で
は
、
こ
の
会
盟
を
開
元
会
盟
、
境
界

碑
を
赤
嶺
碑
文
と
呼
ぶ
事
に
す
る
。 

ま
た
新
羅
に
対
し
て
、
唐
は
勅
命
に
従
っ
て
渤
海
を
討
伐
し
た
褒
賞
と
し
て
、
開

元
二
十
三
年
、
大
同
江
以
南
（
＝
旧
百
済
領
の
全
て
と
旧
高
句
麗
領
の
一
部
）
の
領

有
を
正
式
に
承
認
し
、対
渤
海
の
防
衛
の
為
に
大
同
江
に
駐
屯
す
る
許
可
を
与
え
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
井
上
秀
雄
氏
は
新
羅
が
唐
よ
り
独
立
国
と
し
て
承
認
さ
れ
た
と
意

義
付
け
、
末
松
保
和
氏
は
新
羅
の
郡
県
制
が
完
成
に
向
か
っ
た
と
見
な
し
、
木
村
誠

氏
と
李
成
市
氏
は
対
渤
海
の
辺
防
組
織
が
構
築
さ
れ
た
と
考
察
し
た
。
唐
に
よ
る
大
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同
江
以
南
領
有
の
正
式
承
認
は
、
新
羅
に
と
っ
て
政
治
・
軍
事
・
外
交
上
の
画
期
的

な
出
来
事
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る(

5)

。 

こ
う
い
っ
た
一
連
の
動
き
を
俯
瞰
し
簡
単
に
総
括
す
る
と
、
七
世
紀
の
唐
は
周
辺

諸
国
を
次
々
と
滅
ぼ
し
無
制
限
に
領
土
拡
張
を
推
し
進
め
た
が
、
八
世
紀
前
半
に
な

る
と
、
各
方
面
と
の
勢
力
が
均
衡
し
、
そ
の
結
果
、
国
境
の
劃
定
や
領
土
の
承
認
に

よ
っ
て
、
唐
が
周
辺
国
家
の
存
続
を
認
め
た
上
で
、
唐
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の

構
築
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

本
稿
は
、『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』『
冊
府
元
亀
』『
資
治
通
鑑
』
等
の
基
本
史
料
に

加
え
て
、
宰
相
張
九
齢
の
文
集
『
曲
江
集
』
に
残
る
玄
宗
の
勅
書
や
、『
文
苑
英
華
』

の
制
・
露
布
等
に
も
基
づ
き
論
考
し
た
。
先
行
研
究
の
成
果
を
取
り
込
み
な
が
ら
、

八
世
紀
前
半
の
唐
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
全
体
的
な
理
解
を
試
み
た
い
と
思
う
。

尚
、
本
稿
で
は
、
突
厥
・
契
丹
・
奚(

6)

・
渤
海
の
唐
の
北
方
の
勢
力
を
「
北
方
ア
ジ

ア
」と
総
称
す
る
。ま
た
、突
厥
・
吐
蕃
に
対
す
る
唐
の
外
交
戦
略
に
つ
い
て
は〔
表
〕、

開
元
二
十
年
か
ら
二
十
三
年
の
間
の
複
雑
な
国
際
情
勢
の
流
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章

の
図
２
の
【図
Ａ
】～
【図
Ｄ
】を
、
同
じ
く
開
元
二
十
年
か
ら
二
十
三
年
の
細
か
い
時

代
の
流
れ
に
つ
い
て
は
〔
年
表
〕
を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
頂
き
た
い
。 

 

第
一
章 

八
世
紀
前
半
の
吐
蕃
と
突
厥
お
よ
び
唐
の
外
交
戦
略
の
概
観 

 

八
世
紀
前
半
、
唐
に
と
っ
て
対
外
政
策
の
中
心
は
吐
蕃
と
突
厥
で
あ
っ
た
。
吐
蕃

は
七
世
紀
後
半
、
西
域
の
覇
権
を
巡
っ
て
唐
と
攻
防
戦
を
繰
り
返
し
、
こ
の
時
の
四

度
の
唐
の
大
敗
が
周
辺
諸
国
の
自
立
活
動
の
契
機
に
も
な
っ
た
。突
厥
は
六
三
〇
年
、

唐
に
よ
っ
て
一
旦
滅
ぼ
さ
れ
、
約
五
十
年
間
唐
の
羈
縻
支
配
下
に
朋
し
た
が
、
六
八

二
年
に
再
興
し
、
吐
蕃
の
強
盛
と
契
丹
の
反
乱
（
六
九
六
年
～
六
九
七
年
）
を
契
機

に
基
盤
を
強
化
し
て
契
丹
と
奚
を
属
国
と
な
し
、
震
国
（
渤
海
）
も
勢
力
圏
に
置
い

た
。
こ
の
時
期
の
吐
蕃
と
突
厥
は
唐
に
と
っ
て
非
常
に
脅
威
だ
っ
た
上
に
、
こ
の
二

国
は
連
合
し
て
唐
を
襲
撃
す
る
事
も
あ
っ
た
。
八
世
紀
前
半
、
史
料
で
裏
付
け
ら
れ

る
吐
蕃
・
突
厥
の
連
繋
や
両
国
の
使
者
交
換
等
は
以
下
の
五
度
で
あ
る
。 

①
長
安
元
年
（
七
〇
一
）、
吐
蕃
と
突
厥
は
連
合
し
て
涼
州
（
甘
粛
省
）
を
挟
撃
し

た(

7)

。 

②
開
元
六
年
（
七
一
八
）
十
一
月
、
吐
蕃
の
使
者
は
玄
宗
に
対
し
、
突
厥
と
使
節

交
換
を
行
な
っ
て
い
る
事
、
唐
の
出
方
次
第
で
は
突
厥
と
連
合
す
る
可
能
性
も

あ
る
事
を
示
唆
し
た(

8)

。 

③
開
元
八
年
（
七
二
〇
）、
突
厥
の
使
者
が
ラ
サ
に
赴
い
て
吐
蕃
王
に
敬
意
を
表
し

た(

9)

。 

④
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
九
月
丙
戌
、
突
厥
が
、
吐
蕃
の
密
書
（
瓜
州
挟
撃
を

提
案
）
を
玄
宗
に
献
上
し
た(

10)

。 

⑤
開
元
十
五
年
閏
九
月
、
突
厥
に
向
か
う
吐
蕃
の
使
者
を
涼
州
都
督
王
君
奐
が
遮

断
し
た(

11)

。 

吐
蕃
・
突
厥
に
対
し
て
唐
の
行
っ
た
対
抗
策
は
、
節
度
使
を
設
置
し
て
国
防
を
強
化

し
、
吐
蕃
と
突
厥
の
入
寇
に
備
え
る
事
で
あ
っ
た
。
初
の
節
度
使
と
な
る
河
西
節
度

使
を
涼
州
に
設
置
し
た
理
由
の
一
つ
が
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
五
・
天
寶
元
年
正
月

条
に
よ
れ
ば
吐
蕃
・
突
厥
間
の
連
繋
の
遮
断
に
あ
っ
た
事
か
ら
も
、
唐
が
吐
蕃
・
突

厥
の
連
合
を
危
険
視
し
た
事
が
分
か
る
。
辺
防
強
化
に
加
え
て
、
唐
は
外
交
に
よ
っ

て
二
正
面
作
戦
の
回
避
を
画
策
し
た
。
唐
は
六
七
八
年
、
新
羅
征
伐
を
断
念
し
て
対

吐
蕃
戦
に
集
中
し
て
お
り(

12)

、
七
世
紀
後
半
の
唐
が
両
面
作
戦
の
危
険
性
を
理
解
し

て
い
た
事
が
分
か
る
。
八
世
紀
前
半
の
唐
も
、
外
交
に
よ
っ
て
一
方
と
和
し
、
他
方

へ
の
兵
力
集
中
を
図
る
と
い
う
戦
略
を
取
っ
て
吐
蕃
・
突
厥
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
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れ
は
以
下
の
三
回
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。 

 
①
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
正
月
、
唐
は
金
城
公
主
を
吐
蕃
に
降
嫁
さ
せ
、
五
月
に

は
突
厥
討
伐
令
を
下
し
た
。 

 

②
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）、
唐
は
突
厥
と
和
睦
し
、
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）
よ

り
吐
蕃
を
集
中
攻
撃
し
た
。 

 

③
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
か
ら
二
十
一
年
（
七
三
三
）
に
か
け
て
、
唐
は
吐
蕃

と
和
睦
交
渉
し
、
突
厥
・
契
丹
・
渤
海
の
三
国
連
合
に
対
応
し
た
。 

こ
の
三
度
の
唐
の
外
交
戦
略
を
考
察
す
る
事
で
八
世
紀
前
半
の
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
の

国
際
情
勢
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
次
章
で
景
龍
四
年
前
後
の
唐
の
外
交
戦
略
、

第
三
章
で
開
元
十
五
年
前
後
の
唐
の
外
交
戦
略
、
第
四
章
と
第
五
章
で
開
元
十
八
年

以
降
の
唐
の
外
交
戦
略
を
各
々
取
り
上
げ
考
察
す
る
。 

 

第
二
章 

唐
と
吐
蕃
の
和
睦（
神
龍
会
盟
・
公
主
降
嫁
）と
唐
に
よ
る
突
厥
包
囲
作
戦 : 

神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
～
景
龍
四
年
（
七
一
〇
） 

 

吐
蕃
で
は
長
安
四
年
（
七
〇
四
）、
王
の
チ
＝
ド
ゥ
ヷ
ソ
ン
（
器
弩
悉
弄
）
が
反
乱

し
た
南
境
諸
族
を
鎮
定
中
に
陣
没
し
た
。
新
王
の
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
（
棄
隷
蹜
賛
）

は
幼
尐
で
あ
っ
た
為
、
吐
蕃
は
唐
と
の
和
睦
を
望
ん
だ
。
中
宗
は
こ
れ
に
応
じ
、
唐

と
吐
蕃
は
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）、
会
盟
し
た
。
こ
の
会
盟
を
、
本
稿
で
は
神
龍
会
盟

と
呼
ぶ
事
に
す
る
。唐
と
吐
蕃
は
滅
亡
ま
で
に
十
回
近
い
会
盟
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
最
初
の
会
盟
で
あ
る
。
神
龍
会
盟
の
詳
細
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
黄
河
を

境
界
と
な
す
事
が
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
会
盟
の
翌
年
（
景
龍
元
年
＝
七
〇
七
）

に
は
金
城
公
主
（
中
宗
の
兄
の
孫
娘
）
が
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
に
嫁
ぐ
事
が
決
ま
り
、

景
龍
四
年
正
月
、公
主
は
吐
蕃
に
降
嫁
し
た(

13)

。吐
蕃
へ
は
貞
観
十
五
年（
六
四
一
）、

文
成
公
主
（
宗
室
女
）
が
初
め
て
降
嫁
し
た
が
、
金
城
公
主
は
中
宗
の
姪
孫
で
あ
り
、

唐
が
吐
蕃
と
の
通
婚
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
事
が
窺
え
る
。 

唐
が
吐
蕃
に
譲
歩
し
た
背
景
に
は
、
突
厥
へ
の
兵
力
集
中
と
い
う
軍
事
上
外
交
上

の
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
は
、
唐
が
神
龍
会
盟
の
直
後
よ
り
以
下

の
様
な
突
厥
対
策
を
展
開
し
て
い
る
点
か
ら
も
推
し
測
れ
る
。
中
宗
は
会
盟
を
結
ん

だ
同
じ
年
の
十
二
月
、
勅
書
を
下
し
、
突
厥
可
汗
黙
啜
の
殺
害
者
へ
の
官
職
授
与
を

約
束
し
た
。
翌
年
（
景
龍
元
年
＝
七
〇
七
）
正
月
に
は
突
厥
平
定
策
を
上
奏
す
る
よ

う
群
臣
に
下
命
し
、
武
芸
の
超
絶
し
た
猛
士
を
募
兵
し
た
。
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）

三
月
に
は
、
六
旪
（
二
ヶ
月
）
の
突
貫
工
事
で
オ
ル
ド
ス
の
黄
河
北
岸
（
内
蒙
古
自

治
区
）
に
三
つ
の
要
塞
・
三
受
降
城
を
築
い
た
。
こ
の
た
め
突
厥
は
以
後
、
漠
南
に

入
寇
で
き
な
く
な
っ
た
。
更
に
景
龍
二
年
か
ら
景
龍
四
年
に
か
け
て
、
中
宗
は
反
突

厥
で
あ
っ
た
突
騎
施
・
キ
ル
ギ
ス
と
連
合
し
、
突
厥
の
包
囲
計
画
を
練
っ
た(

14)

。
ま

た
こ
の
頃
、
唐
は
突
厥
の
勢
力
圏
に
あ
っ
た
震
国
（
後
の
渤
海
）
や
室
韋
（
北
東
ア

ジ
ア
の
部
族
）
と
も
交
渉
し
て
い
る
。
中
宗
は
七
〇
五
年
頃
、
使
者
を
派
遣
し
て
震

国
王
大
祚
栄
を
招
諭
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
祚
栄
も
次
男
門
芸
を
入
侍
さ
せ
て
唐

と
の
通
好
を
図
っ
た
。
室
韋
は
景
龍
初
年
（
七
〇
七
）、
朝
貢
し
て
突
厥
討
伐
の
援
助

を
請
願
し
た(

15)

。
こ
の
事
よ
り
、
唐
が
突
厥
陣
営
の
切
り
崩
し
と
北
東
ア
ジ
ア
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
。 

金
城
公
主
が
吐
蕃
に
降
嫁
（
景
龍
四
年
正
月
）
し
て
か
ら
四
ヵ
月
後
の
景
龍
四
年

五
月
、
中
宗
は
北
伐
令
を
下
し
、
突
騎
施
・
キ
ル
ギ
ス
と
と
も
に
突
厥
可
汗
の
牙
庭

の
襲
撃
を
計
画
し
た(

16)

。
し
か
し
北
伐
令
発
布
の
翌
月
の
景
龍
四
年
六
月
、
中
宗
自

身
が
毒
殺
さ
れ
た
為
に
突
厥
攻
撃
は
中
止
と
な
り
、
孤
立
し
た
突
騎
施
と
キ
ル
ギ
ス

は
突
厥
軍
に
よ
っ
て
各
個
撃
破
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
突
厥
包
囲
作
戦
は
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
尚
、
佐
藤
長
氏
は
、
唐
が
対
突
厥
戦
の
為
に
集
結
さ
せ
た
大
軍
を
臨
時
に
河
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西
節
度
使
の
管
轄
下
に
置
き
、
こ
れ
が
節
度
使
の
起
源
に
な
っ
た
と
考
察
し
て
い
る

(
17)

。
筆
者
も
佐
藤
氏
の
説
に
賛
同
す
る
。
節
度
使
は
計
画
的
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
偶
発
的
な
事
件
が
契
機
で
設
け
ら
れ
た
臨
時
の
体
制
が
以
後
常
態
化
し
、
そ

れ
が
後
に
唐
の
歴
史
を
左
右
す
る
事
と
な
る
。 

唐
の
突
厥
包
囲
作
戦
が
失
敗
し
た
後
、
突
厥
は
、
突
騎
施
・
キ
ル
ギ
ス
を
撃
破
し

た
余
勢
を
駆
っ
て
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
攻
撃
し
、
開
元
元
年
（
七
一
三
）
と
開
元
二
年

（
七
一
四
）
に
は
北
庭
を
包
囲
攻
撃
し
た
。
ま
た
吐
蕃
も
攻
勢
に
転
じ
、
睿
宗
の
即

位
後
（
七
一
〇
年
の
六
月
以
降
）、
安
西
都
護
府
を
攻
撃
し
た(

18)

。
更
に
吐
蕃
は
、

金
城
公
主
の
降
嫁
か
ら
二
年
後
の
先
天
元
年
（
七
一
二
）、
鄯
州
都
督
の
楊
矩
に
賄
賂

を
贈
り
、
公
主
の
化
粧
料
と
称
し
て
河
西
九
曲
の
地
を
唐
よ
り
獲
得
し
た
。
河
西
九

曲
は
肥
沃
で
畜
牧
の
適
地
で
あ
っ
た
為
、
軍
隊
の
駐
屯
に
適
し
て
お
り
、
吐
蕃
は
同

地
を
前
進
基
地
と
な
し
て
、
開
元
二
年
八
月
、
臨
洮
（
甘
粛
省
）
を
攻
撃
し
た(

19)

。

吐
蕃
は
、
中
宗
の
暗
殺
、
突
厥
包
囲
作
戦
の
失
敗
、
そ
の
後
の
突
厥
の
猛
攻
等
を
見

て
唐
を
侮
り
、
入
寇
の
好
機
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。
唐
は
開
元
二
年
、
鄯
州
（
甘

粛
省
）
に
隴
右
節
度
使
を
設
置
し
て
吐
蕃
の
侵
攻
に
備
え
た(
20)

。 

こ
の
様
に
、
唐
は
両
面
作
戦
を
回
避
す
る
為
に
吐
蕃
と
和
し
突
厥
へ
の
兵
力
集
中

を
図
っ
た
が
、
中
宗
暗
殺
に
よ
っ
て
突
厥
包
囲
計
画
は
失
敗
し
、
唐
は
再
び
突
厥
・

吐
蕃
両
国
へ
の
対
応
を
強
い
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。 

 

第
三
章 

唐
・
突
厥
戦
の
展
開
と
終
結
、
そ
の
後
の
唐
に
よ
る
吐
蕃
へ
の
集
中
攻
撃 : 

開
元
二
年
（
七
一
四
）
～
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
） 

 

開
元
二
年
（
七
一
四
）、
吐
蕃
が
入
寇
を
再
開
し
た
が
、
唐
は
突
厥
と
も
対
立
し
て

い
た
た
め
吐
蕃
と
本
格
的
に
対
決
す
る
事
が
で
き
ず
吐
蕃
と
は
和
戦
両
様
で
対
応
し

た
。
一
方
、
突
厥
は
二
代
目
可
汗
黙
啜
の
横
死
（
開
元
四
年
＝
七
一
六
）
後
に
混
乱

を
来
た
し
た
為
、
唐
は
再
び
突
厥
に
対
す
る
包
囲
作
戦
を
計
画
し
た
。
こ
の
包
囲
攻

撃
は
失
敗
す
る
が
、
唐
は
そ
の
後
も
突
厥
に
対
し
て
軍
事
的
圧
力
を
加
え
つ
つ
経
済

的
な
利
も
示
し
、
三
代
目
可
汗
ビ
ル
ゲ
を
帰
項
へ
と
導
き
、
開
元
十
五
年
、
突
厥
と

和
睦
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
は
対
吐
蕃
戦
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
本
章
で

は
、
ま
ず
第
一
節
で
吐
蕃
へ
の
対
応
（
和
戦
両
様
）
と
突
厥
へ
の
対
応
（
包
囲
作
戦
）、

第
二
節
で
突
厥
と
の
和
睦
（
開
元
十
五
年
）
と
吐
蕃
へ
の
集
中
攻
撃
（
開
元
十
六
年

～
十
七
年
）
を
見
る
。 

 （
１
）
吐
蕃
へ
の
和
戦
両
様
の
対
応
と
突
厥
へ
の
再
度
の
包
囲
作
戦 

開
元
二
年
以
降
、
唐
・
吐
蕃
は
再
び
開
戦
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
主
と
し
て
武
力

に
よ
る
解
決
方
法
を
と
っ
た
七
世
紀
後
半
と
は
異
な
り
、
両
国
と
も
、
戦
闘
と
並
行

し
て
和
睦
も
含
め
た
外
交
的
な
駆
け
引
き
を
行
な
う
な
ど
、
和
戦
両
様
で
対
応
す
る

様
に
な
っ
た
。 

吐
蕃
は
開
元
二
年
五
月
、
国
境
を
河
源
に
劃
定
し
て
新
た
に
会
盟
し
た
い
と
請
願

し
、
玄
宗
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
直
前
の
開
元
二
年
二
月
、

突
厥
が
北
庭
を
襲
撃
し
、
三
月
、
玄
宗
は
北
伐
令
を
発
布
（『
文
苑
英
華
』
巻
四
五
九

「
命
姚
崇
等
北
伐
制
」）
し
て
大
規
模
な
突
厥
攻
撃
を
計
画
し
て
い
る
。
北
方
戦
線
へ

の
戦
力
集
中
を
図
っ
て
い
た
唐
は
、
吐
蕃
と
の
和
平
維
持
が
必
要
だ
っ
た
為
、
吐
蕃

か
ら
の
会
盟
の
要
請
に
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
八
月
、
吐
蕃
軍
十
万
が
臨

洮
に
入
寇
し
て
蘭
州
・
渭
源
を
襲
撃
し
、
十
月
に
も
吐
蕃
軍
が
再
度
渭
源
を
襲
撃
し

た
為
、
会
盟
は
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
十
月
、
吐
蕃
は
唐
に
対
し
「
敵
国
の
礼

（
対
等
の
立
場
）」
で
遇
す
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
玄
宗
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た(

21)

。 

そ
の
後
、
吐
蕃
は
開
元
三
年
（
七
一
五
）
に
大
食
と
共
謀
し
て
抜
汗
那
（
フ
ェ
ル
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ガ
ナ
）
に
干
渉
し
、
開
元
五
年
（
七
一
七
）
に
は
突
騎
施
・
大
食
と
連
合
し
て
安
西

四
鎮
を
攻
撃
す
る
等
、
他
勢
力
と
も
連
繋
し
て
効
率
よ
く
攻
略
を
進
め
た(

22)

。
吐
蕃

は
七
世
紀
後
半
よ
り
東
西
交
易
路
の
掌
握
を
目
的
と
し
、
弓
月
（
西
突
厥
の
一
部
族
）

や
西
突
厥
と
も
連
合
し
外
交
も
活
用
し
て
積
極
的
に
西
域
に
侵
攻
し
た
が
、
そ
の
基

本
路
線
は
八
世
紀
に
入
っ
て
も
継
続
さ
れ
た
。
ま
た
、
吐
蕃
は
開
元
四
年
か
ら
開
元

七
年
に
か
け
て
毎
年
の
様
に
遣
使
し
て
和
平
を
請
願
し
、
玄
宗
が
盟
文
に
署
名
す
る

事
な
ど
を
要
請
し
た
が
、
玄
宗
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ
の
た
め
吐
蕃
は
開
元
七
年

を
最
後
に
会
盟
の
締
結
を
要
請
し
な
く
な
っ
た
。
開
元
八
年
以
降
、
吐
蕃
軍
の
攻
撃

は
激
化
し
、
侵
攻
地
域
も
カ
シ
ミ
ヷ
ル
西
北
の
小
勃
律
（
ギ
ル
ギ
ッ
ト
）
等
に
拡
大

し
た
為
、
唐
は
軍
勢
派
遣
と
軍
鎮
設
置
、
西
域
諸
王
の
冊
立
等
に
よ
り
軍
事
的
外
交

的
に
吐
蕃
の
侵
攻
に
対
抗
し
た(

23)

。 

一
方
、
突
厥
で
は
開
元
四
年
六
月
、
可
汗
の
黙
啜
が
バ
ヤ
ル
ク
遠
征
の
帰
途
、
伏

兵
に
襲
わ
れ
て
殺
さ
れ
、
首
級
が
玄
宗
に
献
上
さ
れ
た
。
尚
、
則
天
武
后
、
中
宗
、

玄
宗
は
代
々
詔
を
下
し
、
黙
啜
の
捕
縛
者
・
殺
害
者
に
対
し
て
官
職
授
与
等
の
懸
賞

を
約
束
し
周
辺
諸
族
に
圧
力
を
か
け
た
。
バ
ヤ
ル
ク
兵
は
褒
美
を
期
待
し
て
黙
啜
の

襲
撃
・
殺
害
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
黙
啜
の
横
死
後
、
甥
の
ビ
ル
ゲ
が
ク
ヷ
デ
タ

ヷ
を
起
こ
し
て
可
汗
位
を
奪
取
し
、
黙
啜
の
息
子
や
突
厥
を
見
限
っ
た
ウ
イ
グ
ル
・

契
丹
・
奚
等
が
相
次
い
で
唐
に
帰
項
し
た(

24)

。
唐
は
攻
撃
の
好
機
と
判
断
し
、
開
元

六
年
二
月
、
突
厥
よ
り
寝
返
っ
た
諸
族
も
動
員
し
周
辺
諸
族
を
取
り
込
ん
で
北
伐
を

計
画
し
た
（『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
六
外
臣
部
征
討
五
）。
玄
宗
は
、
中
宗
が
計
画
し

た
突
厥
包
囲
作
戦
を
再
度
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
突
厥
討
伐
軍
は
朔
方
大
総
管
王

晙
の
統
率
下
に
組
織
さ
れ
た
蕃
漢
の
混
成
軍
三
十
万
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
東
の
契

丹
・
奚
、
西
の
バ
ス
ミ
ル
が
各
々
先
鋒
と
な
り
開
元
八
年
（
七
二
〇
）
の
秋
を
期
し

て
三
代
目
可
汗
ビ
ル
ゲ
の
陣
幕
を
攻
撃
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
開
元
八
年
、

東
の
先
鋒
で
あ
っ
た
契
丹
・
奚
は
、
本
国
で
衙
官
（
副
官
）
の
可
突
于
が
反
乱
を
起

こ
し
た
た
め
出
撃
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
西
の
先
鋒
バ
ス
ミ
ル
は
単
独
で
突
厥
を
攻

撃
し
た
が
、
突
厥
軍
の
反
撃
に
あ
っ
て
敗
走
し
た
。 

契
丹
の
可
突
于
は
文
武
両
道
に
優
れ
た
実
力
者
で
、
玄
宗
か
ら
も
信
任
さ
れ
て
い

た
が
、
開
元
八
年
、
親
唐
の
契
丹
王
李
娑
固
と
対
立
し
反
乱
を
起
こ
し
た
。
李
娑
固

と
奚
王
の
李
大
酺
は
、
営
州
都
督
に
援
軍
を
要
請
し
た
。
安
東
都
護
の
薛
泰
が
可
突

于
征
伐
に
出
撃
し
た
が
、
薛
泰
・
李
娑
固
・
李
大
酺
の
連
合
軍
は
可
突
于
に
敗
北
し

て
、
李
娑
固
と
李
大
酺
は
戦
死
し
、
薛
泰
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
玄
宗
が
可

突
于
を
赦
し
、
可
突
于
の
擁
立
し
た
李
鬱
于
を
契
丹
王
と
し
て
承
認
し
た
為
、
乱
は

終
息
し
た
が
、
可
突
于
の
乱
が
勃
発
し
た
為
に
契
丹
と
奚
は
突
厥
攻
撃
に
出
撃
で
き

な
か
っ
た
。
一
方
、
西
の
バ
ス
ミ
ル
は
開
元
八
年
九
月
、
単
独
で
突
厥
を
襲
撃
し
た

が
、
突
厥
の
反
撃
を
被
っ
て
敗
走
し
た
。
突
厥
軍
は
遁
走
す
る
バ
ス
ミ
ル
を
追
撃
し

て
北
庭
を
襲
撃
し
た
後
、
甘
州
と
涼
州
も
略
奪
し
た(

25)

。 

唐
軍
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二

一
二
・
開
元
八
年
十
一
月
辛
未
条
に
、
唐
軍
は
突
厥
攻
撃
に
出
撃
し
な
か
っ
た
と
あ

る
。
更
に
『
新
唐
書
』
巻
五
玄
宗
紀
に
よ
れ
ば
、
開
元
八
年
九
月
壬
申
、
契
丹
の
入

寇
に
対
し
て
、玄
宗
は
王
晙
を
幽
州
都
督
に
任
命
し
て
河
北
諸
道
大
使
を
節
度
さ
せ
、

契
丹
を
撃
た
せ
た
と
あ
る
。
突
厥
攻
撃
の
総
司
令
官
で
あ
っ
た
朔
方
大
総
管
の
王
晙

を
幽
州
（
現
北
京
）
に
異
動
さ
せ
て
契
丹
軍
の
南
下
に
備
え
さ
せ
た
為
、
唐
軍
の
突

厥
包
囲
網
は
崩
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

尚
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
唐
の
包
囲
作
戦
に
対
抗
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
開
元
八
年
（
七

二
〇
）、
吐
蕃
と
の
連
合
を
画
策
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
編
年
記
に
、
猿
の
年
（
＝

七
二
〇
年
）、
突
厥
の
使
者
が
吐
蕃
王
に
敬
意
を
表
し
に
来
た(

26)

と
あ
り
、
ビ
ル
ゲ

が
吐
蕃
に
遣
使
し
た
事
が
分
か
る
。
突
厥
は
七
〇
一
年
、
吐
蕃
と
連
合
し
て
涼
州
を
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挟
撃
し
て
お
り
、
過
去
に
も
吐
蕃
と
連
繋
し
て
唐
と
交
戦
し
た
事
よ
り
推
し
て
、
ビ

ル
ゲ
が
吐
蕃
王
に
対
し
て
反
唐
連
合
の
締
結
を
提
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
ビ
ル
ゲ
は
契
丹
に
対
し
て
謀
略
を
し
か
け
、
可
突
于
を
唆
し
、
反
乱
を
起
こ

さ
せ
、
契
丹
軍
と
奚
軍
の
出
撃
を
阻
止
し
た
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
詳
細
は
別
稿
で

論
じ
た(

27)

の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
記
す
。
契
丹
・
奚
は
神
功
元
年
（
六
九
七
）

よ
り
突
厥
の
従
属
下
に
あ
っ
た
が
、
開
元
四
年
（
七
一
四
）、
黙
啜
の
横
死
を
契
機
に

唐
に
帰
項
し
た
。
玄
宗
は
契
丹
王
と
奚
王
に
各
々
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
官
職
を
授
与

す
る
等
し
て
懐
柔
す
る
事
で
契
丹
・
奚
を
突
厥
の
牽
制
に
利
用
し
た
。
し
か
し
四
年

前
ま
で
突
厥
の
属
国
だ
っ
た
契
丹
国
内
に
は
親
突
厥
派
が
存
在
し
、
ビ
ル
ゲ
の
謀
略

に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
突
厥
遺
民
は
唐
に
叛
旗
を
翻
し
た
際
（
六

七
九
）、
契
丹
・
奚
を
煽
動
し
て
共
に
営
州
を
襲
撃
し
た
。
更
に
可
突
于
は
十
年
後
の

開
元
十
八
年
に
も
親
唐
の
契
丹
王
を
殺
し
て
反
乱
を
起
こ
し
、
こ
の
時
は
ビ
ル
ゲ
に

帰
項
し
て
突
厥
か
ら
援
軍
を
得
て
唐
と
対
決
し
て
い
る
（
後
述
）。
過
去
に
お
い
て
も

未
来
に
お
い
て
も
突
厥
は
契
丹
・
奚
を
唆
し
て
唐
を
攻
撃
し
て
い
る
事
よ
り
推
し
て
、

開
元
八
年
の
可
突
于
の
乱
も
突
厥
の
教
唆
に
よ
っ
て
勃
発
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
様
に
ビ
ル
ゲ
は
唐
の
突
厥
包
囲
作
戦
に
対
抗
し
て
、
①
吐
蕃
に
反
唐
連
合

を
提
案
し
、②
唐
の
先
鋒
を
担
う
契
丹
に
対
し
て
は
謀
略
を
し
か
け
出
兵
を
阻
止
し
、

③
バ
ス
ミ
ル
に
対
し
て
は
反
撃
し
て
こ
れ
を
撃
破
し
た
。 

開
元
九
年
（
七
二
一
）、
ビ
ル
ゲ
は
唐
に
遣
使
し
、
玄
宗
の
子
に
な
り
た
い
と
申
し

出
た(

28)

。
ビ
ル
ゲ
は
唐
側
の
再
攻
勢
を
危
惧
し
て
和
睦
を
請
願
し
た
と
思
わ
れ
る
。

玄
宗
は
ビ
ル
ゲ
の
要
望
を
容
れ
て
可
汗
と
父
子
関
係
を
結
び
、
更
に
絹
馬
貿
易
を
通

じ
た
利
益
享
受
も
説
い
て
突
厥
の
懐
柔
を
図
っ
た(

29)

。
中
国
皇
帝
が
周
辺
諸
族
の
君

主
と
擬
制
家
族
関
係
を
結
ん
だ
最
初
の
例
は
、
匈
奴
に
敗
北
し
た
前
漢
の
高
祖
が
、

冒
頓
単
于
と
兄
弟
の
誼
を
結
ん
で
和
約
し
た
事
で
あ
る（『
漢
書
』巻
九
四
匈
奴
伝
）。

漢
の
高
祖
は
匈
奴
に
屈
朋
し
て
止
む
を
得
ず
兄
弟
関
係
を
結
ん
だ
が
、
玄
宗
の
場
合

は
突
厥
懐
柔
の
為
の
外
交
戦
略
で
あ
り
、
名
義
上
も
父
親
で
あ
る
た
め
立
場
と
し
て

突
厥
よ
り
も
優
位
で
あ
っ
た
。 

玄
宗
は
、
突
厥
に
対
し
て
懐
柔
策
を
行
な
う
一
方
で
警
戒
心
を
緩
め
ず
、
同
年
、

霊
州
（
寧
夏
回
族
自
治
区
）
に
朔
方
節
度
使
を
設
置
し
、
開
元
十
四
年
（
七
二
六
）

四
月
に
は
幽
州
節
度
使
の
管
轄
下
に
新
た
に
五
つ
の
軍
鎮
を
増
設
し
て
北
辺
の
防
備

を
強
化
し
た(

30)

。
唐
は
軍
事
的
外
交
的
圧
力
を
加
え
る
と
と
も
に
、
経
済
的
な
魅
力

も
示
し
て
突
厥
の
懐
柔
を
試
み
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
唐
の
飴
と
鞭
が
、ビ
ル
ゲ
に
唐
と
の
和
睦
を
決
断
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
九
月
、
ビ
ル
ゲ
は
吐
蕃
の
密
書
を
玄
宗
に
献
上
し
、
唐
と

突
厥
は
和
睦
に
至
る
。
次
節
で
は
唐
・
吐
蕃
・
突
厥
の
外
交
関
係
の
転
換
点
に
な
っ

た
開
元
十
五
年
の
情
勢
を
中
心
に
見
る
。 

 （
２
）
唐
・
突
厥
の
和
睦
と
吐
蕃
へ
の
集
中
攻
撃
（
開
元
十
五
年
～
十
八
年
） 

開
元
十
五
年
九
月
丙
子
、
吐
蕃
は
瓜
州
（
甘
粛
省
）
を
攻
撃
し
、
瓜
州
城
内
の
軍

資
食
糧
を
尽
く
奪
い
取
っ
て
城
を
破
壊
し
た
。
こ
の
翌
月
の
閏
九
月
に
も
、
吐
蕃
は

突
騎
施
と
連
合
し
て
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
た
が
、
こ
の
攻
撃
は
安
西
副
都
護
の
趙

頤
貞
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た(

31)

。 

吐
蕃
は
外
交
を
活
用
し
、突
騎
施
と
連
合
し
て
安
西
都
護
府
を
攻
撃
し
て
い
る
が
、

瓜
州
攻
撃
に
あ
た
っ
て
は
突
厥
と
の
連
合
を
画
策
し
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
に
書
状
を
送
っ

て
瓜
州
の
挟
撃
を
提
案
し
た
。
し
か
し
ビ
ル
ゲ
は
吐
蕃
と
の
連
繋
を
拒
絶
し
、
九
月

丙
戌
、
吐
蕃
の
密
書
を
唐
に
献
上
す
る
事
で
玄
宗
に
取
り
入
っ
た
。
玄
宗
は
突
厥
が

吐
蕃
と
決
別
し
た
事
を
喜
び
、
ビ
ル
ゲ
に
褒
美
と
し
て
、
朔
方
節
度
使
の
管
轄
下
に

あ
る
西
受
降
城
（
内
蒙
古
自
治
区
）
で
互
市
す
る
事
を
許
可
し
、
毎
年
縑
帛
数
十
万
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匹
を
突
厥
の
馬
と
交
換
し
た
。
西
受
降
城
は
、
中
宗
時
代
に
築
か
れ
た
対
突
厥
防
御

の
要
塞
・
三
受
降
城
の
中
で
最
も
北
に
あ
る
城
塞
で
あ
る
。
三
受
降
城
の
構
築
後
、

こ
れ
が
防
波
堤
に
な
っ
て
突
厥
は
漠
南
に
入
寇
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
開
元
十
五

年
九
月
以
降
、
西
受
降
城
は
、
国
境
警
護
と
交
易
拠
点
を
兼
ね
る
事
に
な
っ
た
。
突

厥
と
の
絹
馬
貿
易
に
よ
っ
て
、
唐
も
壭
健
な
軍
馬
を
確
保
で
き
る
様
に
な
っ
た(

32)

。

こ
れ
以
後
、突
厥
は
毎
年
の
様
に
朝
貢
し
、両
国
は
良
好
な
親
善
関
係
を
構
築
す
る
。 

先
述
の
様
に
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
開
元
八
年
、
お
そ
ら
く
は
孤
立
状
態
を
打
開
す
る

為
に
吐
蕃
に
遣
使
し
て
連
合
を
画
策
し
た
と
思
わ
れ
る
。
開
元
十
五
年
に
は
吐
蕃
の

方
か
ら
連
合
を
提
案
し
た
が
、
ビ
ル
ゲ
は
何
故
こ
れ
を
拒
み
、
唐
と
の
和
睦
を
選
択

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ビ
ル
ゲ
が
唐
と
和
睦
し
た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。
①
唐
の

辺
防
強
化
に
よ
っ
て
軍
事
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
②
諸
族
と
連
繋
し
た
唐
が
突
厥

包
囲
作
戦
を
計
画
し
た
た
め
外
交
的
に
孤
立
を
深
め
た
。
③
唐
と
の
絹
馬
交
易
が
魅

力
的
だ
っ
た
。
尚
、
①
②
と
関
連
す
る
事
で
あ
る
が
、
開
元
十
五
年
九
月
、
涼
州
都

督
王
君
奐
が
突
厥
に
向
か
う
吐
蕃
の
密
使
を
攻
撃
し
て
い
る
。
河
西
節
度
使
に
よ
る

防
御
体
制
・
監
視
体
制
が
堅
固
だ
っ
た
為
に
、
突
厥
・
吐
蕃
間
の
連
絡
が
難
し
く
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ビ
ル
ゲ
は
吐
蕃
と
の
連
合
は
困
難
と
判
断
し
、
唐
と
の
和
睦

を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。 

玄
宗
は
、
突
厥
に
絹
馬
貿
易
の
特
権
を
与
え
て
優
遇
す
る
事
で
ビ
ル
ゲ
を
惹
き
付

け
、
以
後
も
唐
の
同
盟
者
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

唐
は
、
こ
の
翌
年
の
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）
か
ら
十
七
年
（
七
二
九
）
に
か
け

て
吐
蕃
に
対
し
て
多
方
面
か
ら
波
状
攻
撃
を
加
え
、
す
べ
て
の
戦
い
で
勝
利
を
収
め

た
。
即
ち
、
開
元
十
六
年
正
月
、
安
西
副
都
護
の
趙
頤
貞
が
吐
蕃
軍
を
曲
子
城
で
撃

破
し
た
。
七
月
に
は
、
再
度
瓜
州
に
襲
来
し
た
吐
蕃
軍
を
瓜
州
都
督
の
張
守
珪
が
空

城
の
計
を
用
い
て
撃
退
し
、
河
西
節
度
使
の
蕭
崇
と
隴
右
節
度
使
の
張
忠
亮
が
青
海

西
の
渇
波
谷
で
吐
蕃
軍
を
大
破
し
た
。
八
月
に
は
杜
賓
客
が
祁
連
城
で
吐
蕃
軍
を
撃

破
し
た
。
ま
た
蕭
崇
は
、
将
軍
タ
グ
ラ
コ
ン
ロ
ェ
（
悉
諾
邏
恭
禄
）
が
唐
と
通
謀
し

て
い
る
と
の
偽
情
報
を
吐
蕃
本
国
に
流
し
、
開
元
十
五
年
九
月
の
瓜
州
襲
撃
を
成
功

に
導
い
た
、
こ
の
名
将
を
吐
蕃
王
に
粛
清
さ
せ
た
。
開
元
十
七
年
三
月
に
は
、
瓜
州

都
督
の
張
守
珪
と
沙
州
刺
史
の
賈
師
項
が
吐
蕃
の
大
同
軍（
沙
州
西
南
）を
撃
破
し
、

朔
方
節
度
使
の
信
安
王
褘
は
青
海
東
南
の
石
堡
城
（
吐
蕃
軍
の
軍
事
拠
点
）
を
奪
取

し
た(

33)

。
こ
の
様
に
唐
軍
は
河
西
・
隴
右
で
い
ず
れ
も
勝
利
し
、
謀
略
に
も
成
功
し

て
手
ご
わ
い
敵
将
も
葬
っ
た
。 

連
敗
し
た
吐
蕃
は
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）、
遣
使
し
て
和
睦
を
請
願
し
た
。
こ
の

た
め
唐
・
吐
蕃
間
の
戦
闘
は
止
み
、
開
元
十
八
年
か
ら
二
十
一
年
（
七
三
三
）
に
か

け
て
双
方
の
使
節
が
和
平
と
会
盟
の
交
渉
の
為
に
長
安
と
ラ
サ
を
往
復
し
た(

34)

。
こ

の
様
に
、
唐
は
開
元
十
五
年
に
突
厥
と
和
し
た
事
で
北
辺
防
備
を
憂
慮
す
る
必
要
が

な
く
な
り
、
西
方
に
兵
力
集
中
し
て
開
元
十
八
年
、
吐
蕃
を
屈
朋
さ
せ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
対
吐
蕃
戦
は
終
息
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
四
章 

唐
と
北
方
連
合
（
突
厥
・
契
丹
・
奚
・
渤
海
）
と
の
戦
争
お
よ
び
唐
の
対
吐

蕃
融
和
策
（
開
元
会
盟
と
赤
嶺
碑
文
）: 

開
元
十
八
年
～
二
十
一
年 

 

開
元
十
八
年
以
降
、吐
蕃
と
の
和
睦
に
よ
り
西
方
戦
線
は
終
息
へ
と
向
か
っ
た
が
、

唐
と
吐
蕃
が
和
平
交
渉
を
行
な
っ
て
い
た
の
と
同
じ
時
期
（
開
元
十
八
年
～
二
十
一

年
）、
東
の
契
丹
で
、
衙
官
の
可
突
于
が
再
度
の
反
乱
を
起
こ
し
て
親
唐
の
契
丹
王
を

誅
殺
し
（
開
元
十
八
年
）、
突
厥
・
渤
海
と
連
繋
し
て
北
方
ア
ジ
ア
を
戦
場
に
唐
軍
と

対
戦
し
て
い
る
（
開
元
二
十
年
～
二
十
一
年
）。 



 9 

本
章
で
は
、
こ
れ
ら
北
方
情
勢
と
西
方
情
勢
の
相
関
を
意
識
し
つ
つ
、
開
元
十
八

年
か
ら
開
元
二
十
一
年
ま
で
の
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
情
勢
を
見
る
。
第
一
節
で
北
方
と

東
方
の
情
勢
、
第
二
節
で
開
元
会
盟
と
赤
嶺
碑
文
を
取
り
上
げ
る
。 

こ
の
時
期
の
北
方
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
し
て
は
古
畑
徹
氏
、
唐
・
吐
蕃
の
会
盟
に
つ

い
て
は
佐
藤
長
氏
の
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る(

35)

。
古
畑
氏
は
、
開
元
二
十
年
前
後

の
唐
・
渤
海
紛
争
と
唐
・
契
丹
紛
争
（
可
突
于
の
乱
）
が
連
動
し
て
い
る
事
、
こ
の

時
期
の
東
ア
ジ
ア
・
北
ア
ジ
ア
情
勢
が
渤
海
・
契
丹
・
突
厥
連
合
と
唐
・
新
羅
連
合

の
対
立
構
造
で
あ
っ
た
事
を
初
め
て
指
摘
し
た
。
ま
た
佐
藤
氏
は
、
年
代
や
記
述
の

異
な
る
諸
史
料
を
検
討
し
て
赤
嶺
碑
文
の
建
て
ら
れ
た
時
期
等
を
考
証
し
、
唐
・
吐

蕃
が
和
睦
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
尚
、
先
行
研
究
で
は
、
突
厥
に
つ

い
て
は
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
お
ら
ず
、
北
方
と
西
方
の
相
関
に
つ
い
て
も
十
分
に
論

考
さ
れ
て
い
な
い
。筆
者
は
突
厥
の
動
向
や
唐
・
突
厥
間
の
外
交
交
渉
も
取
り
上
げ
、

個
別
の
地
域
に
捉
わ
れ
ず
、
大
き
な
視
点
で
東
部
ユ
ヷ
ラ
シ
ア
情
勢
を
俯
瞰
し
、
北

方
情
勢
と
西
方
情
勢
の
相
関
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
特
に
、
開
元
二
十
年
か
ら
二

十
三
年
の
国
際
情
勢
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
四
年
と
い
う
短
期
間
に
情
勢
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
の
で
、
図
２
の
【図
Ａ
】～
【図
Ｄ
】を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め

て
頂
き
た
い
。
本
章
に
対
応
す
る
図
は
【図
Ａ
】と
【図
Ｂ
】で
あ
る
。 

 （
１
）
開
元
十
八
年
～
開
元
二
十
一
年
の
北
方
と
東
方
の
情
勢 

開
元
十
八
年
五
月
、
契
丹
の
衙
官
可
突
于
は
、
親
唐
の
契
丹
王
李
邵
固
を
弑
殺
し

て
屈
烈
を
推
戴
す
る
と
、
奚
を
脅
し
て
、
突
厥
に
帰
項
し
た
。
第
三
章
第
一
節
で
述

べ
た
様
に
、
可
突
于
は
開
元
八
年
、
反
乱
を
起
こ
し
た
が
、
玄
宗
に
赦
さ
れ
た
た
め

降
伏
し
、
乱
は
終
息
し
た
。
そ
の
後
十
年
間
、
契
丹
は
毎
年
の
様
に
朝
貢
し
て
唐
に

臣
従
し
た
が
、
開
元
十
八
年
、
可
突
于
は
李
邵
固
と
対
立
し
た
事
に
加
え
て
唐
か
ら

も
冷
遇
さ
れ
た
為
、
不
満
を
爆
発
さ
せ
て
再
び
叛
旗
を
翻
し
た
の
で
あ
っ
た(

36)

。 

可
突
于
は
、
突
厥
の
支
援
を
期
待
し
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
に
帰
項
し
た
。
し
か
し
、
ビ

ル
ゲ
が
契
丹
に
派
兵
す
る
の
は
開
元
二
十
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
開
元
十
九

年
、
ビ
ル
ゲ
の
弟
キ
ョ
ル
・
テ
ギ
ン
が
死
去
し
た
時
、
玄
宗
は
ビ
ル
ゲ
の
要
請
に
応

唐

突 厥

契丹

〔図Ａ〕 開元２０年（732）

吐 蕃

開元18年より和睦交渉

連合

渤 海

3月 契丹・突厥連合軍の
敗北

登州を襲撃

ビルゲ可汗

玄 宗
チデツクツェン

亡弟のための
碑文・廟づくりに

協力を要請

キョル・テギン碑文漢文面を
書いて贈る（ 突厥懐柔策 ）

9月

契丹に援軍を派遣

表面上は和睦

唐

突 厥

契丹

吐 蕃
休戦

閏3月 楡関都山の戦い

連合軍

渤海

新
羅

新羅に
渤海討伐を命令

唐軍の大敗

冬
新羅軍の
渤海討伐

失敗

境界碑を建てて
国境線を明確化

ビルゲ可汗

玄 宗

自ら援軍を率いて契丹に出撃

契丹に援軍派遣

〔図B〕 開元２１年（733）

赤
嶺
碑
文

公主降嫁を許可
ビルゲを懐柔して

契丹から撤退させる

唐

突 厥
契丹

吐 蕃
休戦

渤海

新
羅

7月 新羅に
渤海再討伐を命令

2月
渤海再討伐
を申し出る

10月 ビルゲ可汗が
大臣に毒殺される

12月 可突于が唐に唆された
契丹人に殺される

4月と12月
契丹軍を
撃破

渤海征伐は
新羅に委任

赤
嶺
碑
文

吐蕃王女が
突騎施に
降嫁

突騎施

西域侵攻のための
布石を打つ

突厥・契丹・渤海連合
に対して分断作戦

〔図C〕 開元２２年（734）

図2：開元20～23年における外交関係の推移。 

黒矢印は敵対行為、白は友好を表す。わずか 

4年間に外交関係が目まぐるしく変化している。 

 

唐

突 厥

契丹

吐 蕃

西域侵攻に着手

渤海

新
羅

新羅の大同江以南
の領有を唐が承認

突厥の契丹侵攻を
報告し唐に帰順

突騎施

小勃律

開元25年
攻撃

同盟関係

契丹攻撃を命じるが 渤海は命令拒否

契丹遠征に
失敗

亡きビルゲの為の
碑文・廟づくりに
協力（突厥懐柔）

7月～9月
契丹・唐連合が
突厥軍を撃破

登利可汗

休戦

〔図D〕 開元２３年（735）

赤
嶺
碑
文
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じ
て
職
人
を
派
遣
し
、
テ
ギ
ン
の
為
の
碑
文
・
廟
づ
く
り
に
協
力
し
た
。
同
年
十
一

月
、
ビ
ル
ゲ
も
使
者
を
派
遣
し
て
玄
宗
に
感
謝
し(

37)

、
両
国
の
親
睦
は
深
ま
っ
た
。

し
か
し
こ
の
翌
年
の
開
元
二
十
年
、
ビ
ル
ゲ
が
契
丹
に
援
軍
を
派
遣
し
た
事
よ
り
推

察
す
る
と
、
弟
が
死
去
し
た
為
に
開
元
二
十
年
ま
で
軍
事
行
動
を
控
え
た
と
思
わ
れ

る
。
対
す
る
玄
宗
も
、
契
丹
や
渤
海
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
持
つ
突
厥
と
親
善
関

係
を
保
持
す
る
事
は
、
北
方
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
為
に
も
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
ビ
ル
ゲ
の
懐
柔
を
画
策
し
た
と
考
え
ら
れ
る(

38)

。 

開
元
二
十
年
、
ビ
ル
ゲ
は
可
突
于
に
援
軍
を
派
遣
し
、
玄
宗
は
同
年
正
月
、
朔
方

節
度
使
信
安
王
褘
に
契
丹
討
伐
を
命
じ
て
応
戦
し
た
。信
安
王
は
開
元
十
七
年
三
月
、

吐
蕃
の
手
か
ら
石
堡
城
を
奪
取
し
た
名
将
で
あ
る
。
唐
は
開
元
十
八
年
よ
り
吐
蕃
と

和
睦
交
渉
し
、
西
方
で
の
戦
闘
が
な
く
な
っ
た
為
、
玄
宗
は
西
方
戦
線
を
縮
小
し
、

北
方
の
軍
事
力
を
強
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
西
方
戦
線
の
将
軍
を
北
方
戦
線

へ
と
異
動
し
て
い
る
。
開
元
二
十
年
三
月
、
可
突
于
率
い
る
契
丹
軍
・
奚
軍
と
突
厥

の
援
軍
は
、
幽
州
の
北
山
で
唐
軍
と
交
戦
し
た
が
、
戦
い
は
契
丹
・
突
厥
連
合
軍
の

敗
北
に
終
わ
り
、
奚
軍
は
唐
に
降
伏
し
た
。
可
突
于
は
北
に
遁
走
し
、
ビ
ル
ゲ
に
対

し
て
再
度
の
援
軍
派
遣
を
要
請
し
た(

39)

。 

こ
の
敗
戦
の
六
ヵ
月
後
の
開
元
二
十
年
九
月
、
渤
海
軍
が
唐
領
内
の
登
州
（
山
東

省
）
を
襲
撃
し
、
刺
史
を
殺
害
し
た
。
渤
海
は
、
契
丹
の
反
乱
（
六
九
六
～
六
九
七

年
）
を
契
機
に
建
国
し
た
関
係
か
ら
、
建
国
当
初
よ
り
契
丹
・
突
厥
と
通
好
し
た
。

そ
の
後
、
玄
宗
が
先
天
二
年
（
七
一
三
）
に
初
代
の
大
祚
栄
を
渤
海
郡
王
に
封
じ
て

懐
柔
を
試
み
た
が
、
二
代
目
の
大
武
芸
は
、
唐
が
北
隣
の
黒
水
靺
鞨
を
羈
縻
州
と
な

し
、
弟
の
門
芸
を
寵
遇
す
る
様
に
な
っ
た
為
、
唐
へ
の
反
発
心
と
危
機
感
を
募
ら
せ

た(

40)

。
古
畑
徹
氏
は
、
渤
海
の
登
州
襲
撃
は
可
突
于
の
乱
と
連
動
し
た
軍
事
行
動
で

あ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。
即
ち
、
契
丹
軍
が
敗
北
し
た
事
に
よ
っ
て
渤
海
へ
の
進

撃
路
が
開
か
れ
た
の
で
、
武
芸
は
唐
軍
の
襲
来
を
恐
れ
、
先
手
を
打
っ
て
唐
軍
の
出

港
地
と
な
る
登
州
を
攻
撃
し
た
と
考
察
し
て
い
る(

41)

。 

玄
宗
は
、
渤
海
の
登
州
襲
撃
事
件
を
重
く
見
て
、
開
元
二
十
一
年
正
月
、
長
安
に

滞
在
中
で
あ
っ
た
新
羅
の
侍
子
金
思
蘭
に
対
し
て
、
帰
国
し
新
羅
軍
を
率
い
て
渤
海

を
征
伐
す
る
よ
う
命
令
し
た(

42)

。
唐
は
突
厥
・
契
丹
対
策
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
渤
海
対
策
に
ま
で
手
が
廻
ら
な
か
っ
た
為
、
新
羅
に
渤
海
の
牽
制
を
任
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
突
厥
の
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
開
元
二
十
一
年
、
自
ら
援
軍
を
率
い
て
可
突
于
の

支
援
に
出
撃
し
、
渤
海
軍
も
契
丹
に
加
勢
し
た
。
ビ
ル
ゲ
は
前
年
の
雪
辱
戦
を
期
し

て
出
馬
し
、
渤
海
は
契
丹
支
援
が
自
国
の
防
衛
に
繋
が
る
と
判
断
し
て
派
兵
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
開
元
二
十
一
年
閏
三
月
、
楡
関
都
山
（
河
北
省
）
に
お
い
て
、
契
丹
・

渤
海
・
突
厥
連
合
軍
と
唐
軍
は
対
戦
し
た
。
唐
軍
に
は
、
前
年
降
伏
し
た
奚
軍
も
参

戦
し
た
。
し
か
し
、
唐
軍
は
契
丹
・
渤
海
・
突
厥
連
合
軍
の
猛
攻
に
圧
さ
れ
、
奚
軍

も
日
和
見
を
決
め
て
支
援
し
な
か
っ
た
為
に
不
利
と
な
り
敗
北
し
た
。
唐
は
こ
の
敗

戦
に
よ
り
、
幽
州
道
副
総
管
の
郭
英
傑
と
呉
克
勤
が
戦
死
し
、
烏
知
義
と
羅
守
忠
が

逃
走
し
て
、
六
千
餘
人
（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
契
丹
伝
）
と
も
万
人
（『
新
唐
書
』

巻
二
一
九
契
丹
伝
）
と
も
言
わ
れ
る
将
兵
が
戦
死
し
た
。
勝
利
し
た
突
厥
陣
営
に
お

い
て
も
ビ
ル
ゲ
の
息
子
が
戦
死
し
て
お
り
、戦
い
が
激
烈
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。尚
、

ビ
ル
ゲ
は
、
突
厥
碑
文
（
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
南
面
八
行
目
～
九
行
目
）
に
お
い
て
、

こ
の
戦
闘
を
記
し
、
郭
将
軍
（
郭
英
傑
）
を
討
ち
取
り
、
三
万
の
唐
軍
を
斃
し
た
と

述
べ
て
戦
勝
を
誇
っ
て
い
る(

43)

。 
こ
こ
で
ビ
ル
ゲ
が
契
丹
に
派
兵
し
た
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
開
元
十
五
年
以
降

の
唐
は
、
吐
蕃
を
牽
制
す
る
為
に
も
突
厥
と
和
平
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
突
厥

に
対
し
て
宥
和
策
で
臨
ん
だ
。
唐
の
外
交
戦
略
は
成
功
を
収
め
、
西
方
へ
の
軍
事
力
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の
集
中
に
よ
っ
て
吐
蕃
を
屈
朋
さ
せ
る
に
至
っ
た
が
、
北
方
に
対
す
る
唐
の
警
戒
心

は
希
薄
に
な
っ
た
。
ビ
ル
ゲ
は
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
可
突
于
と
連
繋
し
て
北
東
ア

ジ
ア
へ
の
勢
力
拡
大
を
企
て
た
と
思
わ
れ
る
。
ビ
ル
ゲ
は
唐
と
の
和
睦
に
よ
っ
て
政

権
の
安
定
を
図
っ
た
が
、
領
土
の
拡
張
や
覇
権
の
確
立
を
断
念
し
た
訳
で
は
な
か
っ

た
。
契
丹
・
奚
は
か
つ
て
突
厥
の
属
国
で
あ
り
、
ビ
ル
ゲ
は
開
元
六
年
と
開
元
九
年

に
契
丹
遠
征
、
開
元
十
年
に
奚
遠
征
を
行
な
っ
て
再
征
朋
を
試
み
て
い
る(

44)

。
開
元

二
十
年
と
二
十
一
年
の
契
丹
へ
の
派
兵
は
、
ビ
ル
ゲ
自
身
の
領
土
的
野
心
も
原
動
力

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
新
羅
の
動
向
を
見
る
。
新
羅
は
、
開
元
二
十
一
年
七
月
、
帰
国
し
た
金
思

蘭
よ
り
玄
宗
の
下
し
た
渤
海
征
伐
命
令
を
受
け
取
っ
た
。
同
年
冬
、
新
羅
は
勅
命
に

従
っ
て
渤
海
に
出
撃
し
た
が
、
丈
餘
の
大
雪
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
山
路
も
阻
隘
だ

っ
た
為
に
過
半
数
の
兵
士
を
喪
失
し
て
戦
果
の
な
い
ま
ま
撤
退
し
た
。
し
か
し
、
翌

年
の
開
元
二
十
二
年
二
月
、
新
羅
は
玄
宗
に
上
表
し
て
、
自
ら
渤
海
の
再
討
伐
を
願

い
出
た(

45)

。 

新
羅
は
、
六
七
一
年
か
ら
六
七
六
年
に
か
け
て
朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
巡
っ
て
唐

と
対
決
し
た
（
唐
・
新
羅
戦
争
）
が
、
六
七
八
年
に
唐
軍
が
吐
蕃
と
の
戦
い
に
大
敗

し
た
為
も
あ
り
、
唐
は
新
羅
征
伐
を
断
念
し
た(

46)

。
古
畑
徹
氏
は
、
そ
の
後
も
吐
蕃
・

突
厥
へ
の
対
応
が
唐
の
関
心
事
と
な
っ
た
為
、
六
九
〇
年
代
よ
り
唐
は
新
羅
に
対
す

る
強
硬
姿
勢
を
次
第
に
緩
和
し
て
い
っ
た
と
考
察
し
て
い
る(

47)

。
新
羅
は
八
世
紀
初

頭
よ
り
渤
海
を
警
戒
し
、
開
元
九
年
（
七
二
一
）
に
は
北
に
長
城
を
構
築
し
て
お
り

(

48)

、
唐
と
の
関
係
改
善
と
渤
海
へ
の
国
防
強
化
を
目
的
と
し
て
、
唐
の
出
撃
命
令
に

応
じ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
２
）
開
元
会
盟
と
赤
嶺
碑
文 

吐
蕃
は
、
唐
に
対
す
る
敗
戦
を
受
け
て
、
開
元
十
八
年
よ
り
遣
使
し
て
和
睦
を
請

願
し
た
。
玄
宗
も
ラ
サ
に
使
節
を
派
遣
し
、
吐
蕃
王
と
金
城
公
主
に
拝
謁
さ
せ
た
。

開
元
十
九
年
、
吐
蕃
が
互
市
を
請
願
し
た
時
に
は
、
玄
宗
は
青
海
東
南
に
あ
る
日
月

山
の
赤
嶺
に
お
い
て
互
市
す
る
事
を
許
可
し
た(

49)

。 

開
元
二
十
一
年
正
月
に
ラ
サ
を
訪
問
し
た
李
暠
に
対
し
、
同
年
二
月
、
金
城
公
主

が
「
今
年
九
月
一
日
に
赤
嶺
に
碑
を
建
て
、
唐
・
吐
蕃
間
の
国
境
線
を
定
め
て
ほ
し

い
」
と
請
願
し
た
事
が
境
界
碑
の
立
石
の
契
機
に
な
っ
た
。
玄
宗
は
公
主
の
提
案
に

応
じ
、
赤
嶺
に
国
境
劃
定
の
為
の
碑
文
を
建
て
た (

50)

。 

赤
嶺
を
国
境
線
に
定
め
た
理
由
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
ろ
う
。
①
唐
は
開
元
十
七

年
、赤
嶺
の
東
二
十
里
に
位
置
す
る
吐
蕃
の
軍
事
拠
点
・
石
堡
城
を
奪
取
し
て
お
り
、

勝
利
し
た
と
こ
ろ
で
境
界
を
線
引
き
し
た
と
思
わ
れ
る
。
②
赤
嶺
は
開
元
十
九
年
、

玄
宗
が
互
市
の
場
と
し
て
許
可
し
て
お
り
、
両
国
に
と
っ
て
は
交
易
の
接
点
で
も
あ

っ
た
。
③
同
地
は
農
耕
地
帯
と
遊
牧
地
帯
を
分
け
る
境
界
線
で
も
あ
っ
た(

51)

為
、
自

然
・
地
理
の
上
か
ら
も
唐
と
吐
蕃
の
境
界
と
し
て
適
切
な
場
所
で
あ
っ
た
。 

玄
宗
は
赤
嶺
に
碑
を
建
て
、
碑
石
の
上
に
は
開
元
会
盟
の
盟
文
も
刻
ま
せ
、
盟
約

内
容
と
境
界
線
を
明
確
に
し
た
。
神
龍
会
盟
の
際
に
も
黄
河
を
境
と
す
る
取
り
決
め

は
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
吐
蕃
の
越
境
行
為
（
黄
河
へ
の
架
橋
と
河
の
東
側
で

の
築
城
）
等
に
よ
っ
て
国
境
線
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
国
境
地
点
に

目
印
と
し
て
碑
を
建
て
、
盟
約
を
違
え
な
い
よ
う
盟
文
も
刻
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

盟
文
は
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
に
記
さ
れ
て
お
り
、
唐
・
吐
蕃
間

の
甥
舅
関
係
の
確
認
と
強
調
、
国
境
侵
犯
の
禁
止
等
、
和
睦
の
条
件
と
理
念
が
謳
わ

れ
て
い
る
。 

赤
嶺
碑
文
を
立
石
す
る
当
日
、
玄
宗
は
張
守
珪
・
李
行
禕
・
吐
蕃
の
莽
布
支
を
現

地
に
派
遣
し
て
建
碑
を
監
督
さ
せ
た
。
張
守
珪
は
開
元
十
六
年
七
月
と
開
元
十
七
年

三
月
に
吐
蕃
軍
を
撃
破
し
て
対
吐
蕃
戦
を
優
勢
に
導
い
た
名
将
で
あ
り
、
こ
の
当
時
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は
鄯
州
都
督
・
隴
右
節
度
使
で
あ
っ
た
。
李
行
禕
は
開
元
二
十
年
、
使
節
と
し
て
ラ

サ
に
赴
い
て
い
る(

52)

。
玄
宗
は
、
対
吐
蕃
の
軍
事
・
外
交
に
経
験
の
豊
富
な
二
人
を

唐
側
の
監
督
者
と
し
て
選
抜
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
唐
・
吐
蕃
双
方
の
使
節
達
が

こ
れ
ま
で
両
国
の
最
前
線
で
あ
っ
た
河
西
・
磧
西
・
剣
南
に
赴
き
、
両
国
は
和
親
し

た
の
で
以
後
は
侵
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
通
告
し
て
住
民
達
を
諭
し
た
。
建
碑
後
、

玄
宗
は
張
守
珪
を
召
還
し
、
契
丹
討
伐
の
司
令
官
に
任
命
し
た
。
西
方
戦
線
が
終
息

し
た
の
で
、
玄
宗
は
対
吐
蕃
戦
で
殊
勲
を
上
げ
た
将
軍
を
対
契
丹
戦
に
投
入
し
、
北

方
ア
ジ
ア
情
勢
の
沈
静
化
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 （
３
）
開
元
十
八
年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
の
唐
の
外
交
政
策 

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
唐
は
、
吐
蕃
と
は
和
し
、
突
厥
に
対
し

て
は
和
戦
両
様
で
対
応
し
て
い
る
が
、
吐
蕃
と
の
会
盟
の
外
交
的
背
景
と
し
て
、
北

方
ア
ジ
ア
情
勢
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
開
元
十
八
年
か
ら

唐
と
吐
蕃
は
和
平
交
渉
を
開
始
し
て
い
る
が
、
同
じ
開
元
十
八
年
よ
り
契
丹
の
可
突

于
が
再
度
の
乱
を
起
こ
し
て
突
厥
に
帰
項
し
、
北
方
情
勢
が
緊
迫
化
し
て
い
る
。
唐

は
北
方
情
勢
の
悪
化
を
憂
慮
し
て
、
開
元
十
八
年
以
降
、
吐
蕃
と
の
休
戦
交
渉
を
進

め
、
西
方
戦
線
の
将
軍
達
（
信
安
王
褘
・
張
守
珪
）
を
対
契
丹
戦
へ
異
動
さ
せ
る
等

し
て
北
方
へ
の
応
戦
体
制
を
整
え
た
。
即
ち
、
唐
に
と
っ
て
北
方
と
の
戦
争
と
西
方

と
の
和
平
交
渉
は
連
動
し
て
い
た
と
言
え
る
。 

尚
、
突
厥
が
開
元
二
十
年
と
二
十
一
年
、
契
丹
に
援
軍
を
派
遣
し
た
時
に
は
、
唐

は
こ
れ
に
応
戦
し
て
幽
州
北
山
と
楡
関
都
山
で
突
厥
軍
と
交
戦
し
た
が
、
突
厥
本
国

（
モ
ン
ゴ
リ
ア
）
へ
の
出
兵
等
の
突
厥
と
の
本
格
的
な
軍
事
対
決
は
な
か
っ
た
。
唐

は
あ
く
ま
で
表
面
上
は
突
厥
に
対
し
て
和
平
で
臨
み
、
契
丹
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
交

戦
す
る
事
が
あ
っ
て
も
和
睦
交
渉
の
道
を
残
し
て
い
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
唐
・
突
厥
の
二
大
勢
力
の
対
立
構
造
の
中
に
、
東
方
・
北
方
の
周

辺
諸
国
（
新
羅
・
渤
海
）
は
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
反
唐
で
あ
っ
た
渤
海
は
、
利

害
の
一
致
す
る
突
厥
・
契
丹
と
連
合
し
て
唐
と
対
立
し
、
唐
と
の
関
係
改
善
を
希
求

し
て
い
た
新
羅
は
、
渤
海
の
牽
制
役
を
引
き
受
け
る
事
で
唐
に
取
り
入
っ
た
。 

 

第
五
章 

北
方
情
勢
の
沈
静
化
と
西
方
情
勢
の
悪
化 : 

開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
）

～
二
十
六
年
（
七
三
八
） 

 

唐
は
、
開
元
二
十
二
年
よ
り
契
丹
・
渤
海
・
突
厥
に
対
し
て
分
断
作
戦
を
行
っ
て

頽
勢
挽
回
を
画
策
し
た
。
本
章
で
は
、
第
一
節
で
北
方
ア
ジ
ア
に
対
す
る
唐
の
対
応

策
、
第
二
節
で
緊
迫
化
す
る
西
方
情
勢
を
取
り
上
げ
る
。
尚
、
本
章
に
は
【
図
Ｃ
】

【
図
Ｄ
】
が
対
応
す
る
。 

 （
１
）
北
方
ア
ジ
ア
情
勢
の
沈
静
化 

唐
は
、
ま
ず
契
丹
に
対
し
て
増
強
し
た
唐
軍
を
組
織
し
て
派
遣
し
た
。
即
ち
、
玄

宗
は
対
吐
蕃
戦
で
実
績
の
あ
っ
た
張
守
珪
を
召
還
し
て
契
丹
征
伐
の
司
令
官
に
任
命

し
、
対
契
丹
戦
に
投
入
し
た
。
渤
海
と
突
厥
に
対
し
て
は
、
唐
は
外
交
戦
略
で
臨
ん

で
撤
退
を
促
し
、
契
丹
の
孤
立
化
を
図
っ
た
。 

渤
海
対
策
に
つ
い
て
は
、
玄
宗
は
引
き
続
き
新
羅
に
征
伐
を
委
任
し
た
。
開
元
二

十
一
年
冬
に
新
羅
が
行
な
っ
た
渤
海
征
伐
は
失
敗
し
た
が
、
開
元
二
十
二
年
二
月
、

新
羅
が
渤
海
の
再
討
伐
を
願
い
出
た
の
で
、
玄
宗
は
開
元
二
十
二
年
七
月
、
新
羅
に

対
し
て
再
度
の
渤
海
討
伐
を
命
じ
た(

53)

。 

突
厥
に
対
し
て
は
、
玄
宗
は
懐
柔
策
を
し
か
け
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
に
対
し
て
公
主
の

降
嫁
を
許
可
し
た
。
ビ
ル
ゲ
は
以
前
か
ら
公
主
の
降
嫁
を
望
ん
で
い
た
が
、
玄
宗
は
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突
厥
の
強
大
化
を
恐
れ
、
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
た
。
玄
宗
は
、
長
年
の
希
望
を
叶
え

る
事
で
ビ
ル
ゲ
を
手
な
ず
け
、
契
丹
か
ら
撤
退
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ビ

ル
ゲ
は
喜
び
、
開
元
二
十
二
年
四
月
、
遣
使
し
て
玄
宗
に
感
謝
し
た(

54)

。 

開
元
二
十
二
年
四
月
、
張
守
珪
は
契
丹
軍
を
撃
破
し
、
六
月
に
は
、
玄
宗
に
契
丹

人
捕
虜
を
献
上
し
た(

55)

。
こ
の
戦
い
に
は
、
突
厥
軍
も
渤
海
軍
も
参
戦
し
て
い
な
い

(

56)

。
渤
海
は
、
新
羅
軍
の
動
向
を
危
惧
し
て
契
丹
か
ら
撤
退
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
撤
退
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
四
点
が
考
え
ら
れ
る
。
①
年
来
の

希
望
で
あ
っ
た
公
主
の
降
嫁
が
許
可
さ
れ
、
唐
と
の
友
好
関
係
が
樹
立
し
つ
つ
あ
っ

た
。
②
新
羅
が
明
確
に
唐
側
に
付
き
、
北
方
勢
力
と
の
対
決
姿
勢
を
示
し
た
。
③
渤

海
が
、
新
羅
の
牽
制
に
よ
り
、
契
丹
に
加
勢
す
る
事
が
困
難
に
な
っ
た
。
④
吐
蕃
と

唐
が
休
戦
し
た
為
、
北
方
戦
線
へ
の
唐
軍
の
増
強
が
予
測
さ
れ
た
。 

新
羅
と
吐
蕃
が
唐
陣
営
に
与
し
た
為
、
突
厥
は
東
・
西
・
南
か
ら
包
囲
さ
れ
、
外

交
的
に
孤
立
す
る
事
に
な
っ
た
。
ビ
ル
ゲ
は
一
旦
撤
退
し
、
態
勢
の
立
て
直
し
を
図

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。契
丹
軍
を
孤
立
さ
せ
て
撃
破
す
る
と
い
う
唐
の
外
交
戦
略
は
、

成
功
を
収
め
た
と
言
え
よ
う
。 

し
か
し
、
開
元
二
十
二
年
十
月
、
ビ
ル
ゲ
が
大
臣
の
梅
録
啜
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ

た(

57)

為
、
公
主
の
降
嫁
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
十
二
月
、
ビ
ル
ゲ
の
死
を
知
っ
た
玄

宗
は
、
そ
の
死
を
悼
み
、
宗
正
卿
の
李
佺
を
突
厥
に
派
遣
し
て
弔
問
さ
せ
、
亡
き
可

汗
の
為
の
碑
文
・
廟
づ
く
り
に
協
力
さ
せ
た
。
ま
た
玄
宗
は
、
ビ
ル
ゲ
の
息
子
登
利

と
父
子
関
係
を
結
び(

58)

、
突
厥
と
の
友
好
関
係
を
継
続
し
た
。 

一
方
、
契
丹
情
勢
で
あ
る
が
、
張
守
珪
が
開
元
二
十
二
年
の
十
二
月
に
も
契
丹
軍

を
撃
破
し
た
の
で
、
連
敗
し
た
可
突
于
は
降
伏
し
た
。
し
か
し
可
突
于
が
突
厥
軍
を

呼
び
寄
せ
て
再
び
叛
こ
う
と
企
て
た
為
、
張
守
珪
の
部
下
王
悔
は
、
李
過
折
（
可
突

于
と
共
に
兵
馬
の
権
を
掌
握
）
に
命
じ
て
、
可
突
于
と
、
可
突
于
の
推
戴
す
る
屈
烈

を
誅
殺
さ
せ
た
。
李
過
折
は
玄
宗
か
ら
北
平
郡
王
・
検
校
松
漠
都
督
に
冊
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
可
突
于
の
余
党
泥
禮
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
だ
が
玄
宗
は
泥
禮
を

処
罰
せ
ず
、
松
漠
都
督
に
任
じ
て
契
丹
の
支
配
を
委
任
し
た(

59)

。
本
来
な
ら
ば
唐
の

認
め
た
都
督
を
殺
害
し
た
人
物
を
赦
す
は
ず
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
唐
が
名
分
よ

り
も
外
交
戦
略
を
重
視
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。 

契
丹
お
よ
び
奚
は
こ
う
し
て
唐
に
帰
項
し
た
が
、
突
厥
の
新
可
汗
登
利
は
契
丹
と

奚
が
唐
に
寝
返
っ
た
事
に
怒
り
、
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）、
契
丹
に
侵
攻
し
た
。

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
暗
殺
の
翌
年
と
い
う
不
安
定
な
時
期
に
、
あ
え
て
登
利
が
親
征
を
決

行
し
た
事
よ
り
推
測
し
て
、
突
厥
に
と
っ
て
契
丹
へ
の
懲
罰
が
威
信
を
か
け
た
戦
い

で
あ
っ
た
事
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
遠
征
は
開
戦
前
か
ら
突
厥
に
と
っ
て
不
利

な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
登
利
は
出
陣
前
、
渤
海
王
大
武
芸
に
対
し
て
契
丹
へ
の
出

撃
を
命
令
し
た
が
、
武
芸
は
出
兵
を
拒
絶
し
、
開
元
二
十
三
年
三
月
、
唐
に
遣
使
し
て

突
厥
の
契
丹
侵
攻
を
報
告
し
、
帰
項
を
図
っ
た(

60)

。
亡
き
ビ
ル
ゲ
を
弔
問
す
る
為
に

突
厥
を
訪
問
し
て
い
た
李
佺
や
降
人
も
突
厥
軍
の
東
征
を
報
告
し
て
お
り
、
登
利
の

契
丹
遠
征
は
早
い
時
期
か
ら
唐
側
に
察
知
さ
れ
た(

61)

。
玄
宗
は
、
契
丹
の
泥
禮
、
奚

の
李
帰
国
、
幽
州
節
度
使
の
張
守
珪
ら
に
勅
書
を
下
し
、
協
力
し
て
突
厥
軍
を
迎
撃

す
る
よ
う
命
じ
、
応
戦
準
備
を
整
え
て
突
厥
軍
を
待
ち
受
け
た
。
開
元
二
十
三
年
の

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
突
厥
軍
は
契
丹
・
奚
・
唐
連
合
軍
に
敗
北
し
、
甚
大
な
痛

手
を
受
け
て
撤
退
し
た(

62)

。 

し
か
し
、
玄
宗
は
突
厥
軍
を
深
追
い
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
西
方
情
勢
の
悪

化
に
あ
る
と
推
測
す
る
。開
元
二
十
二
年
、吐
蕃
は
王
女
を
突
騎
施
に
嫁
が
せ
た(

63)

。

吐
蕃
は
過
去
に
尐
な
く
と
も
二
度
（
開
元
五
年
と
開
元
十
五
年
）
突
騎
施
と
連
合
し

て
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
て
い
る
為
、
玄
宗
は
吐
蕃
・
突
騎
施
連
合
を
危
険
視
し
、

吐
蕃
王
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
に
勅
書
を
下
し
て
突
騎
施
と
の
連
繋
を
非
難
し
た(

64)

。
開
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元
二
十
三
年
十
月
に
は
、
突
騎
施
が
北
庭
と
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
た
。
開
元
二
十

四
年
（
七
三
六
）
正
月
、
北
庭
都
護
の
蓋
嘉
運
は
突
騎
施
を
撃
退
し
た(

65)

が
、
西
方

戦
線
の
緊
迫
化
は
唐
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。 

玄
宗
は
、
登
利
に
下
し
た
勅
書
で
対
突
騎
施
戦
へ
の
共
闘
を
呼
び
か
け
て
い
る(

66)

。

吐
蕃
・
突
騎
施
連
合
を
牽
制
す
る
為
に
も
唐
に
は
突
厥
と
連
繋
す
る
必
要
が
あ
り
、

北
方
ア
ジ
ア
で
の
突
厥
の
背
信
行
為
に
は
目
を
つ
ぶ
る
事
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
登
利
も
、
契
丹
遠
征
の
失
敗
に
よ
っ
て
国
力
と
威
信
を
損
ね
た
為
、
以
後
は

唐
と
の
絹
馬
交
易
を
活
発
化
す
る
事
で
国
力
の
回
復
を
図
っ
た(

67)

。 

渤
海
は
、
唐
・
新
羅
連
合
に
よ
る
軍
事
的
外
交
的
圧
迫
に
加
え
、
契
丹
の
唐
へ
の

帰
項
に
よ
っ
て
孤
立
を
深
め
た
為
、
唐
と
和
睦
す
る
道
を
選
択
し
た
。
開
元
二
十
三

年
三
月
、
大
武
芸
は
唐
に
遣
使
し
て
謝
罪
し
、
突
厥
の
契
丹
侵
攻
を
報
告
し
て
唐
へ
の
帰

項
を
図
っ
た
。
武
芸
は
、
か
つ
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
が
吐
蕃
の
密
書
を
献
上
す
る
事
に
よ

っ
て
玄
宗
の
歓
心
を
買
い
、和
睦
に
成
功
し
た
例
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。武
芸
は
、

開
元
二
十
四
年
三
月
に
も
弟
の
蕃
を
唐
に
入
貢
さ
せ
て
唐
に
恭
項
の
意
を
示
し
た

(

68)

。 渤
海
の
帰
項
と
前
後
し
て
、
唐
は
渤
海
の
牽
制
役
を
担
っ
て
い
た
新
羅
に
対
し
て

褒
賞
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
、
開
元
二
十
三
年
、
新
羅
に
帰
国
す
る
金
義
忠
に
対
し

て
、
玄
宗
は
大
同
江
以
南
の
領
有
を
正
式
に
許
可
し
た
。
新
羅
は
そ
の
尐
し
前
か
ら

玄
宗
に
対
し
、
対
渤
海
戦
の
為
の
防
衛
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
為
に
大
同
江
以
南
を
領

有
し
、
国
境
防
備
の
為
の
駐
屯
軍
を
大
同
江
以
南
に
設
置
し
た
い
と
請
願
し
て
い
た

(

69)

が
、
そ
れ
ら
の
要
望
を
唐
は
認
め
た
の
で
あ
る
。 

尚
、こ
の
二
年
前
の
開
元
二
十
一
年
に
唐
は
吐
蕃
と
の
国
境
線
を
劃
定
し
て
お
り
、

こ
れ
と
新
羅
に
対
す
る
大
同
江
以
南
の
領
有
の
正
式
な
承
認
は
、
こ
の
時
期
の
唐
の

対
外
戦
略
が
太
宗
・
高
宗
の
頃
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。即
ち
、

周
辺
地
域
へ
の
比
較
的
強
い
支
配
か
ら
、
親
唐
諸
国
の
領
土
を
承
認
し
柔
軟
な
姿
勢

で
勢
力
圏
の
拡
大
と
安
定
化
を
図
る
な
ど
、
唐
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の
構
築
へ

と
対
外
的
な
姿
勢
が
変
化
し
て
き
た
。
そ
し
て
新
羅
は
、
唐
に
よ
る
領
土
承
認
が
外

交
手
段
と
し
て
有
効
に
作
用
し
た
例
と
言
え
る
。 

新
羅
は
開
元
二
十
四
年
六
月
、
謝
恩
の
使
者
を
唐
に
派
遣
し
た(

70)

。
こ
の
後
、
新

羅
は
国
境
防
衛
の
為
に
大
同
江
以
南
に
軍
鎮
を
設
置
し
、
対
渤
海
を
見
据
え
た
北
辺

防
備
を
固
め
て
い
く
。
七
世
紀
後
半
、
外
交
を
巧
み
に
利
用
し
、
唐
と
連
合
し
て
百

済
・
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
た
新
羅
は
、
今
回
も
ま
た
外
交
を
有
効
に
活
用
し
て
唐
と
の

関
係
改
善
を
果
た
し
、
領
土
承
認
と
軍
鎮
設
置
を
唐
に
認
め
さ
せ
た
。
玄
宗
も
新
羅

を
親
唐
政
権
と
な
し
、
渤
海
の
牽
制
に
利
用
す
る
事
で
北
東
ア
ジ
ア
と
朝
鮮
半
島
の

安
全
保
障
の
確
立
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
唐
と
良
好
な
親
睦
関
係
を

結
ん
だ
新
羅
は
、
も
は
や
日
本
の
支
援
を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
七
七
九
年
の
遣
使

を
最
後
に
日
本
へ
の
遣
使
を
停
止
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
渤
海
が
日
本
へ
の
遣
使
を

開
始
し
た
（
七
二
七
年
）。
こ
の
当
時
の
渤
海
は
唐
・
新
羅
・
黒
水
靺
鞨
と
対
立
し
て

い
た
の
で
、
日
本
に
新
羅
・
黒
水
靺
鞨
の
牽
制
を
期
待
し
て
通
好
を
開
始
し
た
の
で

あ
る
が
、
対
す
る
日
本
も
孤
立
化
を
憂
慮
し
て
い
た
関
係
上
、
渤
海
と
の
使
節
交
換

に
積
極
的
で
、
以
後
、
両
国
は
渤
海
が
滅
亡
す
る
ま
で
二
百
年
に
わ
た
り
使
節
交
換

を
続
け
る
事
と
な
る(

71)

。 

開
元
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
、
こ
の
様
に
契
丹
・
渤
海
・
突
厥
が
帰

項
し
て
北
方
ア
ジ
ア
情
勢
は
沈
静
化
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
唐
が
北
方
情
勢
に
専

念
し
て
い
る
間
に
、
西
方
で
は
吐
蕃
が
覇
権
の
確
立
に
向
け
て
西
域
侵
攻
の
準
備
を

進
め
て
い
た
。 

 

（
２
）
吐
蕃
と
の
戦
争
再
開
と
吐
蕃
包
囲
網
の
形
成 
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吐
蕃
は
開
元
十
八
年
以
降
、
毎
年
唐
に
遣
使
し
て
お
り
、
突
厥
・
契
丹
・
渤
海
連

合
と
唐
軍
の
対
戦
情
報
も
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
開
元
会
盟
に
よ
っ
て
唐
と

は
休
戦
状
態
に
あ
り
、
唐
の
攻
撃
を
懸
念
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
事
も
吐
蕃
に
は
幸

い
し
た
。
吐
蕃
は
開
元
二
十
二
年
、
突
騎
施
と
通
婚
し
て
西
域
侵
攻
の
為
の
布
石
を

打
っ
た
。
玄
宗
は
吐
蕃
・
突
騎
施
の
婚
姻
同
盟
を
察
知
し
て
い
た
が
、
開
元
二
十
三

年
七
月
か
ら
九
月
に
突
厥
が
契
丹
に
侵
攻
し
、
北
方
情
勢
が
依
然
と
し
て
不
穏
で
あ

っ
た
為
、
吐
蕃
王
に
勅
書
を
下
し
て
婚
姻
同
盟
を
非
難
す
る
だ
け
に
留
め
た
。 

開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）、
吐
蕃
は
カ
シ
ミ
ヷ
ル
の
小
勃
律
を
攻
撃
し
、
本
格
的

に
西
域
へ
の
進
撃
を
開
始
し
た
。
開
元
会
盟
に
よ
っ
て
国
境
で
あ
る
赤
嶺
の
侵
犯
が

禁
じ
ら
れ
、
青
海
方
面
か
ら
の
西
域
侵
攻
が
禁
止
さ
れ
た
為
、
吐
蕃
は
パ
ミ
ヷ
ル
経

由
の
侵
攻
路
の
開
拓
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
勃
律
は
、
吐
蕃
に
と
っ
て
パ
ミ

ヷ
ル
経
由
で
西
域
に
侵
攻
す
る
際
、
関
門
に
相
当
し
た
。
か
つ
て
吐
蕃
は
、
開
元
十

年
（
七
二
二
）、
道
を
借
り
て
安
西
四
鎮
を
攻
撃
し
た
い
と
称
し
て
同
地
に
侵
攻
し
、

小
勃
律
王
は
北
庭
節
度
使
に
救
援
を
要
請
し
て
吐
蕃
軍
を
撃
退
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、

こ
の
地
の
安
全
保
障
に
関
し
て
は
唐
側
も
配
慮
し
て
い
た
。
即
ち
、
吐
蕃
に
小
勃
律

を
奪
わ
れ
る
と
西
域
諸
国
が
吐
蕃
軍
の
脅
威
に
曝
さ
れ
る
為
、
玄
宗
は
葱
嶺
守
捉
や

綏
遠
軍
を
設
置
し
、
小
勃
律
王
を
冊
立
す
る
等
し
て
同
地
の
掌
握
に
つ
と
め
た
。
し

か
し
吐
蕃
は
小
勃
律
経
由
で
の
西
域
侵
攻
ル
ヷ
ト
の
確
保
を
断
念
せ
ず
、
開
元
二
十

五
年
、
小
勃
律
を
再
攻
撃
し
た
。
開
元
二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
唐
と
突

騎
施
が
交
戦
し
て
い
た
の
で
、
吐
蕃
は
侵
攻
の
好
機
と
捉
え
た
の
で
あ
る(

72)

。 

玄
宗
は
吐
蕃
に
対
し
、
小
勃
律
か
ら
の
撤
退
を
勧
告
し
た
が
、
吐
蕃
が
こ
れ
を
無

視
し
て
小
勃
律
を
攻
め
破
っ
た
為
、
開
元
二
十
五
年
二
月
、
唐
軍
は
青
海
の
吐
蕃
軍

を
攻
撃
し
た
。
玄
宗
は
吐
蕃
と
突
騎
施
の
同
盟
を
警
戒
し
て
い
た
が
、
小
勃
律
か
ら

の
撤
兵
を
拒
否
し
た
事
で
吐
蕃
の
西
域
侵
攻
は
確
実
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

突
厥
・
渤
海
の
帰
項
に
よ
っ
て
北
方
ア
ジ
ア
情
勢
も
安
定
化
し
、
対
吐
蕃
戦
へ
の
戦

力
の
集
中
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
国
際
情
勢
の
上
か
ら
見
て
も
唐
に
は
吐
蕃
と
の

休
戦
を
続
け
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
三
月
、

吐
蕃
が
河
西
を
襲
撃
し
て
唐
に
応
酬
し
、
六
月
に
は
唐
が
河
西
・
隴
右
・
剣
南
か
ら

吐
蕃
に
対
し
て
一
斉
に
攻
撃
を
開
始
し
た(

73)

。
三
方
面
か
ら
の
一
斉
攻
撃
を
始
め
る

に
当
た
っ
て
、
玄
宗
は
赤
嶺
碑
文
を
倒
し
吐
蕃
と
の
盟
約
を
破
棄
し
た
。
開
元
二
十

七
年
（
七
三
九
）
に
は
金
城
公
主
も
死
去
し
、
唐
と
吐
蕃
を
結
ぶ
絆
も
切
れ
た
。 

吐
蕃
と
戦
闘
を
再
開
す
る
一
方
で
、
唐
が
吐
蕃
牽
制
の
為
に
新
た
に
利
用
し
た
の

が
南
詔
で
あ
っ
た
。
当
時
の
南
詔
王
は
四
代
目
の
皮
邏
閣
で
あ
っ
た
が
、
唐
が
吐
蕃

へ
の
一
斉
攻
撃
を
開
始
し
た
開
元
二
十
六
年
初
め
、
玄
宗
は
皮
邏
閣
を
越
国
公
に
封

じ
て
蒙
帰
義
の
名
を
下
賜
し
、
九
月
に
は
雲
南
王
に
冊
立
し
た(

74)

。
こ
の
頃
、
吐
蕃

は
嶲
州
（
四
川
省
）
の
塩
井
を
狙
っ
て
南
下
を
開
始
し
て
お
り
、
玄
宗
は
蒙
帰
義
と

嶲
州
都
督
の
許
斉
物
に
勅
書
を
下
し
、
互
い
に
協
力
し
て
吐
蕃
軍
を
撃
退
す
る
よ
う

命
じ
て
い
る(

75)

。
玄
宗
は
、
蒙
帰
義
が
剣
南
節
度
使
と
嶲
州
都
督
に
加
勢
す
る
事
、

外
交
的
に
も
南
詔
が
東
南
よ
り
吐
蕃
を
牽
制
す
る
事
を
期
待
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
玄
宗
は
開
元
二
十
六
年
十
月
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
康
国
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）・
曹
国

（
カ
ブ
ヷ
ダ
ン
）・
史
国
（
キ
シ
ュ
）、
イ
ン
ド
西
北
の
罽
賓
国
（
カ
ピ
シ
）
の
王
達

を
各
々
冊
立
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
王
を
懐
柔
し
て
西
方
よ
り
吐
蕃
の
牽
制
を
画
策

し
て
い
る(

76)

。
開
元
二
十
八
年
（
七
四
〇
）
に
は
突
厥
の
登
利
可
汗
も
冊
立
し
て
い

る(

77)

が
、
こ
れ
も
吐
蕃
へ
の
牽
制
と
い
う
外
交
戦
略
が
背
後
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
唐
は
、
北
方
・
南
方
・
西
方
の
周
辺
諸
国
を
懐
柔
す
る
事
で
吐
蕃
包
囲
網
の
形

成
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
３
）
開
元
二
十
二
年
か
ら
二
十
六
年
に
か
け
て
の
唐
の
外
交
戦
略 
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以
上
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
開
元
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
の
唐
は

北
方
情
勢
に
対
応
す
る
為
に
吐
蕃
・
新
羅
に
対
し
て
宥
和
策
で
臨
み
、
軍
事
・
外
交

を
巧
み
に
活
用
し
て
契
丹
・
渤
海
・
突
厥
を
帰
項
さ
せ
た
。
し
か
し
唐
が
北
方
情
勢

に
専
念
し
て
い
る
間
に
吐
蕃
が
西
域
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
為
、
北
方
情
勢
の
安
定

後
、
唐
は
開
元
会
盟
を
破
棄
し
、
吐
蕃
と
本
格
的
に
戦
争
を
再
開
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
唐
は
突
厥
・
南
詔
・
中
央
ア
ジ
ア
諸
王
を
冊
立
し
懐
柔
し
て
親
唐
的
な
勢
力

圏
を
築
き
つ
つ
吐
蕃
包
囲
網
を
作
り
、
外
交
的
に
も
吐
蕃
の
孤
立
化
を
画
策
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

七
世
紀
、
唐
は
主
と
し
て
武
力
に
よ
っ
て
周
辺
諸
国
を
次
々
と
滅
ぼ
し
支
配
領
域

を
拡
げ
て
い
っ
た
が
、
六
七
〇
年
以
降
の
対
吐
蕃
戦
で
の
四
度
の
大
敗
と
突
厥
の
再

興
に
よ
り
、
西
方
と
北
方
に
大
き
な
勢
力
を
残
し
た
形
で
周
辺
諸
国
の
勢
力
も
安
定

化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て

周
辺
諸
国
へ
の
唐
の
対
応
策
は
大
き
く
変
化
し
、
武
力
を
行
使
す
る
だ
け
で
な
く
外

交
戦
略
を
巧
み
に
用
い
る
な
ど
よ
り
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

対
す
る
周
辺
諸
国
の
唐
へ
の
対
応
策
も
変
化
し
て
い
っ
た
。
多
く
の
周
辺
諸
国
に

と
っ
て
独
立
期
と
も
言
え
る
七
世
紀
後
半
は
、
周
辺
諸
族
に
は
唐
と
戦
う
以
外
に
主

た
る
選
択
肢
が
な
か
っ
た
が
、
八
世
紀
以
降
、
周
辺
諸
国
家
が
安
定
期
に
入
る
と
、

国
家
と
し
て
の
存
続
と
繁
栄
が
重
要
課
題
と
な
り
、
そ
の
為
に
も
周
辺
諸
国
は
外
交

を
一
層
重
要
視
し
た
。
即
ち
、
時
に
は
隣
接
す
る
勢
力
と
連
合
を
組
み
、
或
い
は
逆

に
、
唐
に
誼
を
通
じ
唐
の
承
認
を
得
る
事
で
、
国
家
の
安
定
と
存
続
を
図
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

唐
も
ま
た
周
辺
諸
国
家
の
存
立
を
認
め
、
諸
国
同
士
が
連
繋
し
て
唐
に
敵
対
す
る

事
の
な
い
よ
う
、
諸
国
間
に
楔
を
打
ち
込
み
つ
つ
、
擬
似
的
な
同
盟
国
と
し
て
自
分

の
勢
力
圏
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
唐
は
冊
立
や
官
職
授
与
、
公
主
の
降
嫁
、
擬
制

家
族
関
係
の
締
結
等
の
多
彩
な
外
交
手
段
を
活
用
し
て
周
辺
諸
国
を
懐
柔
し
た
。
ま

た
交
易
を
許
可
し
て
経
済
圏
に
取
り
込
む
事
で
、
唐
と
の
和
睦
が
有
益
で
あ
る
事
を

示
し
た
。
勿
論
、
外
交
の
成
功
は
軍
事
力
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
初
め
て
意
味
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
辺
防
組
織
と
し
て
の
節
度
使
の
相
次
ぐ
設
置
は
外
交
戦
略
と
補
完
し

あ
っ
て
諸
国
の
統
御
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
突
厥
や

渤
海
は
密
書
献
上
等
に
よ
っ
て
唐
に
取
り
入
り
、
新
羅
は
渤
海
征
伐
を
請
け
負
っ
た

功
に
よ
り
唐
か
ら
領
土
の
承
認
を
得
て
存
立
を
認
め
ら
れ
、唐
の
勢
力
圏
に
入
っ
た
。 

 

唐
と
周
辺
諸
国
の
動
的
な
拮
抗
状
態
は
、
安
史
の
乱
ま
で
数
十
年
続
い
た
が
、
唐

が
内
側
か
ら
崩
壊
す
る
形
で
両
者
の
均
衡
は
崩
れ
る
。
安
史
の
乱
の
時
、
唐
は
ウ
イ

グ
ル
に
援
軍
を
要
請
し
、
そ
の
後
吐
蕃
に
長
安
を
占
領
さ
れ
た
。
唐
は
周
辺
国
家
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
一
国
へ
と
凋
落
し
、
強
力
な
主
導
権
を
取
れ
ず
、
拒
絶
し
て
い
た
「
敵

国
の
礼
」
を
吐
蕃
に
対
し
て
認
め
る
様
に
な
る
。
し
か
し
、
安
史
の
乱
以
後
の
唐
は
、

弱
体
化
し
た
軍
事
力
を
外
交
で
補
う
事
に
よ
っ
て
、
強
大
化
し
た
周
辺
諸
国
に
対
抗

す
る
様
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
徳
宗
は
ウ
イ
グ
ル
や
南
詔
と
結
ん
で
吐
蕃
の
牽
制
を

試
み
、
あ
る
程
度
は
成
功
を
収
め
て
い
る
。 

八
世
紀
前
半
の
唐
の
外
交
政
策
は
、
後
の
澶
淵
の
盟
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と

筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
澶
淵
の
盟
で
決
ま
っ
た
主
な
条
頄
は
、
北
宋
と
遼
が
兄
弟

の
誼
を
結
ぶ
事
、毎
年
絹
二
十
万
匹
と
銀
十
万
両
を
遼
に
贈
る
事
、国
境
線
の
劃
定
、

国
境
侵
犯
の
禁
止
、
国
境
の
城
塞
・
河
道
の
新
築
開
抜
の
禁
止
、
捕
虜
の
送
還
等
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
主
条
頄
に
加
え
て
、
北
宋
は
遼
に
対
し
て
国
境
地
帯
の
榷
場
に

お
い
て
交
易
す
る
事
を
許
可
し
、
両
国
の
交
わ
し
た
盟
約
を
碑
文
に
刻
ん
で
建
て
た

(

78)

。 
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唐
は
、
吐
蕃
と
二
度
会
盟
（
神
龍
会
盟
・
開
元
会
盟
）
し
て
各
々
国
境
を
劃
定
し
、

開
元
二
十
一
年
に
は
盟
約
を
赤
嶺
碑
文
に
刻
ん
で
建
て
た
。ま
た
唐
は
、開
元
九
年
、

突
厥
と
父
子
関
係
を
結
び
、
開
元
十
五
年
に
は
突
厥
に
対
し
て
国
境
地
帯
（
西
受
降

城
）
で
の
互
市
を
許
可
し
、
毎
年
絹
数
十
万
匹
を
突
厥
の
馬
と
交
換
し
た
。
会
盟
の

締
結
、
国
境
の
劃
定
、
盟
文
を
記
し
た
碑
の
立
石
、
擬
制
家
族
関
係
の
締
結
、
国
境

地
帯
で
の
交
易
の
許
可
は
、
八
世
紀
前
半
、
唐
が
吐
蕃
お
よ
び
突
厥
に
対
し
て
行
っ

た
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
。
擬
制
家
族
関
係
の
締
結
と
歳
幣
の
下
賜
に
つ
い
て
は
、
そ

の
淵
源
を
前
漢
の
高
祖
が
匈
奴
と
の
間
で
取
り
決
め
た
和
平
協
定
に
ま
で
遡
る
事
が

で
き
る
が
、
唐
は
前
漢
の
外
交
政
策
を
継
承
し
、
更
に
多
様
な
形
に
発
展
さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

澶
淵
の
盟
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
毛
利
英
介
氏
が
遼
と
後
唐
の
間
で
締
結
さ
れ
た

雲
中
会
盟
を
そ
の
原
型
で
あ
る
と
考
察
し
た
が
、
筆
者
は
更
に
時
代
を
遡
り
、
八
世

紀
前
半
に
完
成
さ
れ
た
唐
の
外
交
政
策
が
雛
型
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
即
ち
、
会

盟
の
締
結
・
国
境
劃
定
・
盟
文
を
刻
ん
だ
碑
の
立
石
は
吐
蕃
と
の
、
擬
制
家
族
関
係

の
締
結
・
国
境
で
の
交
易
の
許
可
は
突
厥
と
の
和
睦
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。こ
の
後
、

唐
と
吐
蕃
は
建
中
会
盟
（
七
八
三
）
と
長
慶
会
盟
（
八
二
一
）
で
国
境
を
劃
定
し
た

が
、
更
に
加
え
て
、
建
中
会
盟
で
は
緩
衝
地
帯
で
の
耕
作
・
城
塞
の
増
設
・
兵
力
増

強
の
禁
止
、
長
慶
会
盟
で
は
国
境
地
帯
で
の
不
審
者
の
扱
い
に
関
し
て
も
取
り
決
め

た
。
ま
た
徳
宗
は
、
興
元
元
年
（
七
八
四
）
の
奉
天
盟
書
で
、
吐
蕃
に
毎
年
絹
一
万

段
の
下
賜
を
約
し
て
い
る(

79)

。
こ
の
様
に
、
唐
の
様
々
な
時
代
の
外
交
事
例
が
複
合

し
、
五
代
そ
し
て
北
宋
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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史
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交
渉
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、

赤
嶺
碑
文
の
建
て
ら
れ
た
時
期
等
は
史
料
に
よ
っ
て
記
述
が
異
な
る
が
、
佐
藤
長

氏
は(

2)

論
文
四
六
六
～
四
六
七
頁
に
お
い
て
、
碑
は
開
元
二
十
一
年
に
建
て

ら
れ
た
と
考
証
し
た
。
建
碑
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
佐
藤
氏
の
説
に
従
う
。

開
元
会
盟
と
赤
嶺
碑
文
に
つ
い
て
の
考
察
の
詳
細
は
、「
唐
・
吐
蕃
会
盟
の
歴
史
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的
背
景
と
そ
の
意
義
―
安
史
の
乱
以
前
の
二
度
の
会
盟
を
中
心
に
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
別
稿
を
『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
』
五
六
号
に
投
稿
す
る
予
定
。 

(

5)
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
第
八
・
聖
徳
王
三
十
四
（
七
三
五
）
年
（
井
上
秀
雄
訳

注
『
三
国
史
記
』
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
、
二
七
八
頁
）。
井
上
秀
雄
「
新

羅
統
一
王
朝
」（『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
六
巻
、
学
生
社
、

一
九
八
二
）、
末
松
保
和
「
新
羅
の
郡
県
制
、
特
に
そ
の
完
成
期
の
二
三
の
問
題
」

（『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
一
輯
、
一
九
七
四
）、
木
村
誠
「
統
一
新

羅
の
郡
県
制
と
浿
江
地
方
経
営
」『
朝
鮮
歴
史
論
集
』
上
（
龍
渓
書
舎
、
一
九
七

九
）、
李
成
市
「
新
羅
兵
制
に
お
け
る
浿
江
鎮
典
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
・
文

学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
七
集
、
一
九
八
〇
）。 

(

6) 

契
丹
と
奚
は
常
に
行
動
を
共
に
し
た
為
、
唐
は
両
部
族
を
併
せ
て
両
蕃
と
称
し
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
契
丹
伝
・
奚
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
契
丹
伝
・
奚
伝
。

田
村
実
造
「
唐
代
に
於
け
る
契
丹
族
の
研
究
」（『
満
蒙
史
論
叢
』
一
号
、
一
九
三

八
）、
拙
稿
「
唐
代
の
契
丹
と
突
厥
第
二
可
汗
国
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
研
究
紀
要
・
史
学
編
』
八
号
、
二
〇
〇
九
）。 

(

7)

『
文
苑
英
華
』
巻
九
七
二
「
兵
部
尚
書
代
国
公
贈
尐
保
郭
公
行
状
」、
森
安(

2)

論
文
二
四
頁
。 

(

8)

『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
一
外
臣
部
盟
誓
・
開
元
六
年
十
一
月
。

森
安(

2)

論
文
三
〇
～
三
二
頁
、
拙
稿
「
唐
玄
宗
「
御
製
御
書
」
闕
特
勤
碑
文

考
―
唐
・
突
厥
・
吐
蕃
を
め
ぐ
る
外
交
関
係
の
推
移
」（『
史
窓
』
五
八
号
、
二
〇

〇
一
）
三
三
六
～
三
三
七
頁
、
三
三
九
頁
注
三
二
。 

(

9) 

森
安(

2)

論
文
三
二
～
三
三
頁
。
王
堯
・
陳
践
訳
注
『
敦
煌
本
吐
蕃
歴
史
文
書
』

（
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二
）
一
五
一
頁
。 

(

10)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
外
臣
部
互
市
・
開
元
十
五
年
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・

開
元
十
五
年
閏
九
月
丙
戌
。
拙
稿(

8)

論
文
三
三
六
頁
。 

(

11)

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
十
五
年
九
月
。
森
安(

2)

論
文
六
八
頁
注
一
一

八
。 

(

12) 

古
畑
徹
「
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
に
か
け
て
の
新
羅
・
唐
関
係
―
新
羅
外
交
史

の
一
試
論
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
〇
七
号
、
一
九
八
三
）
一
六
～
二
〇
頁
、
菅
沼(

1)

論
文
八
～
九
頁
。 

(

13) 

神
龍
会
盟
と
公
主
降
嫁
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
冊
府
元

亀
』
巻
九
八
一
外
臣
部
盟
誓
・
開
元
二
年
五
月
、
巻
九
八
一
外
臣
部
盟
誓
・
開
元

六
年
十
一
月
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
八
・
景
龍
元
年
四
月
辛
巳
、
佐
藤(

2)

論

文
三
九
二
頁
、
四
一
二
頁
、
四
三
八
～
四
三
九
頁
等
、
鈴
木
隆
一
「
吐
蕃
と
吐
谷

渾
の
河
西
九
曲
」（『
史
観
』
第
一
〇
八
冊
、
一
九
八
三
）。
尚
、
唐
・
吐
蕃
の
会

盟
は
漢
文
史
料
で
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
十
回
あ
り
、
う
ち
二
回
は
中
止
、

一
回
は
偽
盟
で
あ
っ
た
。 

(

14)

『
旧
唐
書
』
巻
七
中
宗
紀
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
七
黠
戛
斯
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻

九
七
四
外
臣
部
褒
異
一
・
景
龍
二
年
十
二
月
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
九
・
景
龍

二
年
三
月
丙
辰
。
内
藤
み
ど
り
『
西
突
厥
史
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
八
）
三
五
八
～
三
六
二
頁
。 

(

15)

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
渤
海
靺
鞨
伝
『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
室
韋
伝
。
濱
田
耕
策

『
渤
海
国
興
亡
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）
一
五
頁
。 

(

16)

『
文
苑
英
華
』
巻
四
五
九
「
命
呂
休
璟
等
北
伐
制
」、『
唐
大
詔
令
集
』
巻
一
三
〇
。 

(
17) 

佐
藤
長
「
磧
西
節
度
使
の
起
源
と
其
の
終
末
・
上
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
編
六
号
、

一
九
二
八
）
一
〇
～
一
六
頁
。 

(

18)

『
旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
〇
・
景
雲
元
年
。
森
安(

2)

論
文

二
六
～
二
七
頁
。 
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(

19)

『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
〇
・
景
龍
元
年
、『
冊
府
元
亀
』
巻

九
九
八
外
臣
部
奸
詐
。 

(

20)
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
一
・
開
元
二
年
十
二
月
甲
子
。 

(

21)

『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
一
・
開
元
二
年
五
月
己
酉
～
十
月
乙

酉
。 

(

22)

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
一
・
開
元
三
年
十
一
月
、
開
元
五
年
七
月
。 

(

23)

こ
の
前
後
の
事
情
に
関
し
て
は
『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
二
・

開
元
六
年
十
一
月
戊
辰
、
開
元
七
年
六
月
戊
辰
、
伊
瀬
仙
太
郎
『
中
国
西
域
経
営

研
究
史
』（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
八
）
三
二
六
～
三
二
八
頁
、
金
子(

2)

論
文

一
八
〇
～
一
八
一
頁
。 

(

24)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
一
・
開
元
四
年
六
月
癸

酉
、
八
月
辛
未
。 

(

25) 

突
厥
包
囲
作
戦
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』
巻
九
三
王
晙
伝
・
突
厥
伝
、『
新
唐
書
』

巻
一
一
一
王
晙
伝
・
突
厥
伝
、
内
藤
み
ど
り
「
突
厥
に
よ
る
北
庭
の
バ
ス
ミ
ル
攻

撃
事
件
」（『
東
洋
学
報
』
八
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
）
五
九
四
～
五
九
五
頁
、
六

〇
三
頁
、
可
突
于
の
乱
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
契
丹
伝
、
田
村(

6)

論
文
三
二
頁
、
拙
稿(

6)

論
文
五
～
八
頁
を
参
照
。 

(

26) (

9)

を
参
照
。
尚
、
七
二
〇
年
の
突
厥
の
吐
蕃
へ
の
使
節
派
遣
に
つ
い
て
、
森

安
孝
夫
氏
は(

2)

論
文
三
三
頁
に
お
い
て
、
突
厥
の
北
庭
・
河
西
攻
撃
に
関
連

す
る
と
考
察
し
て
い
る
。  

(

27) 

拙
稿(

6)

論
文
八
～
九
頁
。 

(

28)

『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
・
開
元
九
年
。
護(

2)

論
文
二
〇
〇
頁
、
拙
稿(

8)

論
文
三
三
一
頁
。 

(

29)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
〇
外
臣
部
通
好
・
開
元
九
年
二
月
丙
戌
、『
資
治
通
鑑
』
巻

二
一
二
・
開
元
九
年
二
月
丙
戌
。
拙
稿(

8)

論
文
三
三
七
頁
。 

(

30)

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
二
・
開
元
九
年
、
巻
二
一
三
・
開
元
十
四
年
四
月
辛
丑
。 

(

31)

『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
、『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
十

五
年
九
月
丙
子
～
閏
九
月
庚
子
。 

(

32) (

10)

を
参
照
。 

(

33)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
三
五
八
将
帥
部
立
功
十
一
・

趙
頤
貞
、
巻
三
六
六
将
帥
部
機
略
六
・
張
守
珪
、
巻
三
六
九
将
帥
部
攻
取
二
・
信

安
王
褘
、
巻
四
一
一
将
帥
部
間
諜
・
蕭
崇
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
十

六
年
～
開
元
十
七
年
。 

(

34)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
・
吐
蕃
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
一
外
臣
部
朝

貢
四
・
開
元
十
八
年
十
月
、
同
年
十
二
月
、
巻
九
七
五
外
臣
部
褒
異
二
・
開
元
十

八
年
四
月
、
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
・
開
元
十
八
年
十
月
な
ど
。
佐
藤(

2)

論
文
四
六
一
～
四
六
五
頁
、(

4) (

49) (

50)

も
参
照
。 

(

35) 

古
畑(

2)

論
文
、
佐
藤(

2)

論
文
。 

(

36)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
、
契
丹
伝
。
拙
稿(

6)

論
文
九
～
一
一
頁
。 

(

37)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
外
臣
部
請
求
・
開
元
十
九
年
十
一
月
。 

(

38) 

筆
者
は(

8)

論
文
で
、
こ
の
時
期
の
北
方
情
勢
（
突
厥
）
と
西
方
情
勢
（
吐
蕃
）

の
相
関
に
つ
い
て
ふ
れ
、
西
方
情
勢
が
不
穏
で
あ
っ
た
為
、
玄
宗
は
突
厥
と
の
友

好
関
係
を
重
視
し
た
と
考
察
し
た
。 

(

39)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
・
契
丹
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
二

十
年
三
月
己
巳
。『
文
苑
英
華
』
巻
六
四
七「
為
幽
州
長
史
薛
楚
玉
破
契
丹
露
布
」。

拙
稿(

6)

論
文
一
〇
～
一
一
頁
、
二
三
頁
注
四
三
。  

(

40)

『
旧
唐
書
』
渤
海
靺
鞨
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
渤
海
伝
。 

(

41) 

古
畑(
2)
論
文
二
五
頁
。 
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(

42)

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
二
十
一
年
正
月
庚
申
、『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀

第
八
・
聖
徳
王
三
十
二
年
（
七
三
三
）
七
月
（
井
上
訳
注
『
三
国
史
記
』
二
七
五

頁
）。
古
畑(

2)

論
文
二
六
頁
。 

(

43)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
・
契
丹
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
二

十
一
年
閏
三
月
癸
酉
、『
文
苑
英
華
』
巻
六
四
七
「
為
幽
州
長
史
薛
楚
玉
破
契
丹

露
布
」。
小
野
川(

3)

論
文
六
四
頁
、
一
三
七
頁
注
一
六
〇
、
古
畑(

2)

論
文

二
〇
～
二
一
頁
、
拙
稿(

6)

論
文
一
〇
～
一
一
頁
。 

(

44) 

拙
稿(

6)

論
文
七
～
八
頁
。 

(

45)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
三
外
臣
部
助
国
討
伐
・
開
元
二
十
二
年
二
月
。(

42)

も
参

照
。 

(

46) 

古
畑(

12)

論
文
一
六
～
二
〇
頁
、
菅
沼(

1)

論
文
八
～
一
〇
頁
。 

 

(

47) 

古
畑(

12)

論
文
五
三
～
五
四
頁
。 

(

48) 

李
成
市
「
三
国
の
成
立
と
新
羅
・
渤
海
」（『
朝
鮮
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）

一
〇
九
頁
。 

(

49)

『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
十
九
年
九
月
辛
未
。(

34)

も
参
照
。 

(

50)

『
冊
府
元
亀
』
巻
六
五
三
奉
使
部
称
旨
・
李
暠
、
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
・
開

元
二
十
一
年
二
月
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
三
・
開
元
二
十
一
年
二
月
丁
酉
。(
4)

も
参
照
。 

(

51) 

佐
藤
長
『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
）
一
四
一
頁
。 

(

52)

『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
三
張
守
珪
伝
、『
新
唐
書
』
巻
一
三
三
張
守
珪
伝
。
佐
藤(

2)

論
文
四
六
四
～
四
六
五
頁
。 

 

(

53)

『
曲
江
集
』
巻
八
「
勅
新
羅
王
金
興
光
書
・
第
一
首
」。
古
畑(

2)

論
文
二
六
頁
。

(

5)

も
参
照
。 

(

54)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
・
開
元
三
十
二
年
四
月
（
岑
仲
勉
『
突

厥
集
史
・
上
冊
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
、
四
三
四
頁
は
、
三
十
二
年
を
二
十
二

年
の
誤
り
と
考
証
）。
護(

2)

論
文
二
〇
二
頁
、
二
〇
六
頁
、
古
畑(

2)

論
文

二
六
頁
、
三
三
頁
注
五
〇
。 

(

55) 

『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
・
開
元
二
十
二
年
六
月
壬
辰
。

岑
仲
勉(

54)

文
献
四
三
八
頁
、
古
畑(

2)

論
文
二
一
頁
表Ⅰ

、
三
二
頁
注
二
三
。 

(

56)

『
文
苑
英
華
』
巻
六
四
七
「
為
幽
州
長
史
薛
楚
玉
破
契
丹
露
布
」
に
「
突
厥
鋭
而

逃
、
渤
海
懾
懼
、
勢
未
敢
出
」
と
あ
る
。
古
畑(

2)

論
文
二
二
頁
、
拙
稿(

6)

論
文
一
二
頁
、
二
四
頁
注
五
一
。 

(

57)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
突
厥
伝
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
南
面
十
行
目
。
小
野
川(

3)

論
文
六
四
頁
、
大
澤(

3)

論
文
。
梅
録
啜
は
開
元
十
五
年
九
月
、
吐
蕃
の
密
書

を
携
え
て
唐
に
派
遣
さ
れ
た
。(

10)

参
照
。 

(

58)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
突
厥
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
五
外
臣
部
褒
異
二
・
開

元
二
十
二
年
十
二
月
庚
戌
。
ビ
ル
ゲ
の
死
後
、
伊
然
と
登
利
が
相
次
い
で
即
位
し

た
が
、
史
料
に
よ
っ
て
治
世
期
間
が
異
な
る
。
本
稿
は
護(

2)

論
文
二
〇
八
～

二
〇
九
頁
に
従
い
、
可
汗
を
登
利
と
し
た
。 

(

59)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
玄
宗
紀
・
契
丹
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
・
開
元
二

十
二
年
六
月
壬
辰
、
十
二
月
乙
巳
、
開
元
二
十
三
年
。
田
村(

6)

論
文
三
七
頁
、

拙
稿(

6)

論
文
一
二
頁
。 

(

60)

『
曲
江
集
』
巻
九
「
勅
渤
海
王
大
武
芸
書
・
第
二
首
」、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
一

外
臣
部
朝
貢
四
・
開
元
二
十
三
年
三
月
。尚
、
勅
書
の
作
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

石
井
正
敏
氏
は
開
元
二
十
四
年
三
月
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
考
察
し
、
古
畑
徹
氏
は
、

開
元
二
十
三
年
三
月
に
渤
海
が
唐
に
遣
使
し
、
勅
書
は
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
と

考
察
し
た
。
本
稿
は
古
畑
氏
の
説
に
従
う
。
石
井
正
敏
「
張
九
齢
作
「
勅
渤
海
王
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大
武
芸
書
」
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
一
二
号
、
一
九
八
四
）、
古
畑
徹
「
張

九
齢
作
「
勅
渤
海
王
大
武
芸
書
」
と
唐
渤
紛
争
の
終
結
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論

集
』
三
輯
、
一
九
八
八
）。 

(

61)

『
曲
江
集
』
巻
八
「
勅
幽
州
節
度
使
張
守
珪
書
・
第
三
首
」、
巻
十
三
「
論
東
北
軍

未
可
軽
動
状
」。 

(

62)

『
曲
江
集
』
巻
十
四
「
賀
破
突
厥
状
」「
賀
東
北
累
捷
状
」
等
。
古
畑(

60)

論
文

四
五
～
四
八
頁
。
登
利
可
汗
の
契
丹
遠
征
に
つ
い
て
は
拙
稿(

6)

論
文
一
五
～

一
六
頁
を
参
照
。 

 

(

63) 

佐
藤(

2)

論
文
四
七
〇
～
四
七
一
頁
、
王
堯
・
陳
践
訳
注(

9)

論
文
一
五
三
頁
。 

(

64)

『
曲
江
集
』
巻
十
二
「
勅
吐
蕃
賛
普
書
・
第
三
首
」。 

(

65)

『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
・
開
元
二
十
三
年
十
月
戊
申
、
開

元
二
十
四
年
正
月
。 

(

66)

『
曲
江
集
』
巻
十
一
「
勅
突
厥
可
汗
書
・
第
二
首
」。 

(

67)

『
曲
江
集
』
巻
十
一
「
勅
突
厥
可
汗
書
・
第
四
首
」「
勅
突
厥
可
汗
書
・
第
五
首
」。 

(

68)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
五
外
臣
部
褒
異
二
・
開
元
二
十
四
年
三
月
。 

(

69) (

5) (

45) (

53)

を
参
照
。  

(

70)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
一
外
臣
部
朝
貢
四
・
開
元
二
十
四
年
六
月
。 

(

71) 

濱
田(

15)

文
献
三
六
～
三
七
頁
、
石
井
正
敏
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
古
代
の
日
本
』

（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）
二
〇
～
二
六
頁
。 

(

72)

『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
小
勃
律
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
三
五
八
将
帥
部
立
功
十
一
・

張
崇
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
二
・
開
元
十
年
。
佐
藤(

2)

論
文
四
六
八
～
四
六

九
頁
、
森
安(

2)

論
文
三
三
頁
、
三
七
～
三
八
頁
。 

(

73)

『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
・
開
元
二
十
五
年
二
月
己
亥
、
開

元
二
十
六
年
三
月
、
開
元
二
十
六
年
六
月
辛
丑
。
佐
藤(

2)

論
文
四
七
二
～
四

七
六
頁
。 

(

74)

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
七
南
詔
蛮
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
二
二
南
詔
伝
、『
冊
府
元
亀
』

巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
・
開
元
二
十
六
年
九
月
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
四
・

開
元
二
十
六
年
九
月
戊
午
。
藤
澤
義
美
「
南
詔
国
の
成
立
と
吐
蕃
と
の
関
係
」（『
東

洋
史
研
究
』
二
五
巻
二
号
、
一
九
六
六
）
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
、
林
謙
一
郎
「
南

詔
国
の
成
立
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
九
巻
一
号
、
一
九
九
〇
）。 

(

75)

『
曲
江
集
』
巻
十
「
勅
嶲
州
都
督
許
斉
物
書
」、
巻
十
二
「
勅
蒙
帰
義
書
・
第
二
首
」。 

(

76)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
・
開
元
二
十
六
年
十
月
。
金
子(

2)

論

文
五
九
頁
。 

(

77)

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
・
開
元
二
十
八
年
。
護(

2)

論
文
二
〇

八
頁
。 

(

78) 

田
村
実
造
『
中
国
征
朋
王
朝
の
研
究
』
上
（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
）、

毛
利
英
介
「
澶
淵
の
盟
の
歴
史
的
背
景
―
雲
中
の
会
盟
か
ら
澶
淵
の
盟
へ
」（『
史

林
』
八
九
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
）、
古
松
崇
志
「
契
丹
・
宋
間
の
澶
淵
体
制
に
お

け
る
国
境
」（『
史
林
』
九
〇
巻
一
号
、
二
〇
〇
七
）。 

(

79)

『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
一
外
臣
部
盟
誓
・
建
中

四
年
正
月
、
長
慶
元
年
九
月
。
佐
藤
長
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
下
（
東
洋
史

研
究
会
、
一
九
五
九
）、
拙
稿(

4)

論
文
。
尚
、「
奉
天
盟
書
」
は
、
朱
泚
の
乱

の
時
、
奉
天
に
避
難
中
の
徳
宗
が
吐
蕃
と
交
わ
し
た
盟
書
で
、
吐
蕃
軍
が
長
安
を

回
復
後
に
徳
宗
が
褒
賞
と
し
て
安
西
・
北
庭
を
割
譲
し
、
毎
年
絹
一
万
段
を
下
賜

す
る
事
を
約
し
た
（『
陸
宣
公
奏
議
』
巻
十
「
賜
吐
蕃
将
書
」、
巻
十
六
「
興
元
賀

吐
蕃
尚
結
賛
抽
軍
回
帰
状
」
等
）。 



表：8世紀前半における突厥・吐蕃に対する唐の外交戦略の大局的な推移 

吐蕃・突厥に対する唐の外交戦略 契機 背景（北方の情勢・西方の情勢） 推移 結果 

景龍4年（710） 

吐蕃と和して、突厥に兵力集中 

「親西伐北」 

吐蕃王チ＝ドゥーソンの戦死が契機と

なり、吐蕃が和睦を請願。 

唐は、706年、吐蕃と会盟し、710年、

金城公主を吐蕃に降嫁させた。 

唐は、吐蕃とも突厥とも対立していた。 

吐蕃と突厥は 701年には連合して涼州を

挟撃し、唐に脅威を与えた。 

吐蕃との和睦により、唐は突厥対策に専

念でき、710年、突厥包囲攻撃を計画した

が、中宗暗殺という突発事件のため突厥

攻撃は中止。 

吐蕃は唐を侮り、河西九曲を公主の

化粧料として奪取、開元2年（714）に

同地を前進基地として入寇再開。 

開元15年（727）に突厥と和し、 

開元16年（728）～17年（729） 

吐蕃を集中攻撃 

「親北伐西」 

開元15年、突厥のビルゲ可汗が 

吐蕃の密書を玄宗に献上し、 

唐・突厥の和睦が成立。 

唐は、吐蕃とも突厥とも対立していたが、 

突厥に対して軍事的外交的圧力を加え、 

経済的な利も示して帰順へと導いた。 

開元15年の突厥の帰順によって、北辺防

備を憂慮する必要がなくなったので、開元

16～17年、吐蕃に対し河西・隴右で波状

攻撃し、開元18年に吐蕃を屈服させる。 

開元18年より唐・吐蕃は和平交渉を

開始。 

開元18年（730）～21年（733）に 

吐蕃と和睦交渉し、 

開元22年（734）～23年（735） 

北方戦線に専念 

「親西伐北」 

開元18年、契丹の可突于が再度の乱

を起こし、突厥・渤海とも連繋して唐と

対決。開元21年、契丹・突厥・渤海連

合軍は唐軍を撃破する。 

開元16年～17年、唐が吐蕃に集中攻撃

を行なっており、唐の西方での有事は、

突厥・契丹にとっては勢力伸張の好機と

映ったかも知れない。 

唐は開元18～21年、吐蕃と和睦交渉して

休戦。 また唐は開元21年、新羅に渤海

征伐を命令し、突厥・契丹・渤海連合に対

して反撃に転じる。 

開元22年～23年、唐は北方情勢に

専念し、開元22年に契丹を帰順さ

せ、開元23年には渤海・突厥を帰順

させた。 

 

 

年表：開元 20～23年の唐と周辺諸国の外交関係を中心とした東部ユーラシアの国際情勢の推移 

元号（西暦） 吐蕃 突厥 契丹 渤海 新羅 

開元20年 

（732） 

唐・吐蕃間で和睦交渉。  

正月 尚它硉が李行緯と共に吐蕃

に帰国。 7月 論紇野賛が来朝 

ビルゲ可汗が契丹に援軍を派遣。 

玄宗撰文書写のキョル・テギン碑文が

建てられる。  

3月 唐軍が契丹・突厥連合を撃破。

可突于は突厥に再度の援軍要請。 

9月 渤海が登州（山東省）を襲

撃し登州刺史を殺害。 
  

開元21年 

（733） 

正月 李暠が吐蕃に赴き金城公主

に会う。 2月 金城公主が玄宗に

境界碑の立石を提案。 玄宗は、青

海南の赤嶺を国境とし、境界碑を

建てる。  

閏3月 楡関都山の戦い。 契丹・渤海・突厥連合軍 対 唐軍 

唐軍は大敗し、司令官である幽州道副総管の郭英傑は戦死。 

正月 玄宗は新羅に対し、渤海

討伐を命令。 7月 玄宗からの

渤海討伐命令が新羅に届く。 

冬、新羅軍が渤海討伐に出撃す

るが失敗。 

開元22年 

（734） 
王女を突騎施に嫁がせる。 

4月 ビルゲが唐に遣使して、公主降嫁

を許可された事を感謝する。 

10月26日 ビルゲが毒殺される。 

12月 ビルゲの死を知った玄宗は、 

可汗の死を悼む。 

4月 新任の幽州節度使・張守珪が 

契丹軍を撃破。 

12月 唐の教唆によって、 

可突于と契丹王屈烈が謀殺される。 

渤海軍は契丹から撤退。 

（新羅が渤海の牽制になったと思

われる） 

2月 新羅が玄宗に渤海再討伐

を申し出る。 

7月 玄宗が新羅に渤海再征伐

を命令。 

開元23年 

（735） 

開元25年（737）、吐蕃が小勃律を

攻撃。開元26年（738）、吐蕃が河

西に入寇。唐は河西・隴右・剣南か

ら吐蕃に対して一斉攻撃し、 唐・

吐蕃間は戦争再開。 

5月27日 ビルゲの葬儀。 

玄宗はビルゲの碑文・廟づくりに協力。 

7月～9月 登利可汗は契丹に遠征する

が、契丹・唐連合軍に敗北。 

7月～9月 契丹の泥禮が、 

唐の将軍達と協力して、 

攻め寄せた突厥軍を撃破する。 

突厥は契丹征伐にあたり、渤海

にも出撃を命令したが、大祚栄

はこれを拒絶し、突厥の契丹侵

攻を唐に報告して帰順した。 

玄宗は、帰国する金義忠に対し、

新羅による大同江以南の領有を

承認し、大同江以南に駐屯する

許可も与える。 


